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ごあいさつ 

設立20周年によせて 

鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ） 
会長　酒井哲郎 

　鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ）は１９８８年４月に設立以来、今年で節目の年である２０年を
迎えます。これまで温かく見守っていただいた行政機関、ご指導いただいた先輩諸氏、ご支援
いただいた市民の皆様に、この場をお借りして厚くお礼申し上げます。ＫＩＦＡの活動としま
しては、この２０年間市民、在住外国人のためにさまざまな活動を行ってまいりました。 
　またＫＩＦＡ設立１０年目の１９９８年には、ニュージーランド・ワカタネと鎌ケ谷市の間で姉妹
都市提携が結ばれました。 
　ＫＩＦＡは、その後の１０年、ワカタネとの姉妹都市提携をきっかけに、活動を一段と広げて
まいりました。その一つが「成人派遣」で、２０００年から原則隔年、あるいは日本庭園の竣工式
や姉妹都市提携１０周年の式典などの行事にあわせて一般市民を募って派遣し、ホームステイし
ながらワカタネ市民と交流を楽しんでおります。ワカタネは太平洋に面し、郊外にはなだらか
な丘陵地帯は広がり、自然豊かな牧場で牛がのんびりと草を食んでいる様子は、日本から行っ
たわれわれには別の時間がゆったりと流れている感じを与えてくれます。訪問するたびに新し
い発見があり興味はつきません。 
　さらに「青少年ロングステイ」として市内在住・在学の高校生・大学生を対象に夏休みを利
用した、約４週間ホームステイと現地の高校に通いながら、異文化を体験する事業も行ってい
ます。帰国報告会では毎回多くの素晴らしい体験や新しい自分発見の報告があり、私たちボラ
ンティアも大きな感動をもらっています。 
　ＫＩＦＡでは１０周年以降、青少年の育成を念頭に子ども英会話「スマイリーキッズ」、市内
公立小中学校の国際理解の授業に協力する外国人講師派遣にも力を注いできました。語学講座、
バス旅行、ＫＩＦＡパーティーなど長年行っている事業にとどまらず、英会話サロン、定期的
文化交流など、常に新しい魅力ある事業を模索しながら活動をしています。 
　２０周年の今年は、新たな試みとしてワカタネ・トライデント高校と県立鎌ケ谷高校の間で交
換留学事業が実現しました。交換留学事業は始まったばかりですが、関係者のご協力で是非と
も定着してほしい事業であります。 
　ＫＩＦＡは常に市民に期待される魅力ある事業を進めて行くことが重要だと思い、日々努力
しております。その一方で常に新しいボランティアの力も不可欠だと感じております。行政で
は市民活動推進センターを設置して、ボランティア活動を一般市民に広く紹介しております。
鎌ケ谷市では団塊の世代でここ数年のうちに定年を迎えられる方が６２００人もいると言われてい
ます。是非とも団塊の世代の方々にＫＩＦＡに加入していただき、ボランティア活動に協力し
ていただくと、ＫＩＦＡ活動はこれまで以上に活性化されることでしょう。 
　鎌ケ谷市は地理的にも国際空港成田と都心との中間に位置しています。２０１０年には成田新高
速鉄道が新鎌ケ谷を経由して、都心から成田に直接乗り入れすることが予定されており、今後
多くの外国の方が居住されると予想されています。多文化共生におけるＫＩＦＡの活動の意義
は大きくなると思います。 
　今年は２０周年の節目の年ですがこれは単なる通過点で、今後ＫＩＦＡは３０、５０年とさらに市
民に信頼され、発展して行くものと期待しております。 

主な特集で見る「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」（１９９７年１１月～２００７年１１月） 



おめでとう 

　貴協会が設立された１９８０年代は、東西冷戦やイラン・イラク戦争の終結など、世界平和に向
けて大きな前進がみられた時代でした。また、国内では国際化の推進が提唱され、なかでも草
の根の交流の重要性がクローズアップされた時代でもありました。そのなかでも、貴協会は時
代に先駆けて、鎌ケ谷市におけるさまざまな国際交流事業を展開し、２０年という長い歳月にわ
たって鎌ケ谷市の国際化の進展に寄与してくださいました。鎌ケ谷市の姉妹都市であるニュー
ジーランド・ワカタネとの交流も今年度で１０周年を迎えますが、両市の友好関係も貴協会のお
力添えにより、強固な絆で結ばれ、今日に至っています。 
　現在、交通や情報技術の発達により、グローバル化がますます進んでいます。私たちも、生
活の中でさまざまな形で世界をより身近に感じるようになっています。特に近年は、諸外国と
の国際協力や国際交流の活性化とともに、文化的背景の異なるさまざまな国籍をもつ方々が地
域で共に生きる、多文化共生の社会に変貌を遂げつつあります。このようななかで、貴協会が
取り組んでおられる交流イベントや外国人住民の方がスムーズに生活を送るためのサポートな
どの活動は、時代のニーズに合った、非常に素晴らしいものと感じております。 
　鎌ケ谷市における外国籍住民の皆さんは年々増加する傾向にあり、２０１０年には新鎌ケ谷と成
田空港を直接結ぶ成田新高速鉄道の開通も見込まれています。鎌ケ谷市における国際化は、ま
すます重要性を増しております。これからも鎌ケ谷市は、国際色豊かな、活気あふれる鎌ケ谷
のまちづくりのため、貴協会とともにさまざまな取り組みを進めてまいりたいと思います。貴
協会のますますの発展を心からお祈り申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。 

鎌ケ谷市長　清水聖士 

　ここに鎌ケ谷市国際交流協会が、設立２０周年を迎えますことを心よりお祝い申し上げます。 
　鎌ケ谷市国際交流協会におかれましては、各種行事やホームステイ等の活動をとおして、積
極的に国際交流に努められる一方、市民に対しては、語学講座をはじめ国際感覚を身につける
ための、各種活動を実践されておりますことに心から敬意を表します。 
　今年は、ニュージーランド・ワカタネと姉妹都市になってから、１０年を迎える記念の年であ
ります。また、先日はワカタネ・トライデント高校の生徒との交流が盛大に行われ、今後も各
種事業を実施予定と聞いておりますが、ここに至るまでには、大変なご苦労があったとご推察
いたします。これもひとえに、ＫＩＦＡ（鎌ケ谷市国際交流協会）の一助なくしては成り立た
ないものであり、改めてここに感謝申し上げます。 
　さて、近年、外国の方々とコミュニケーションを深めるなど異文化交流が盛んになり、お互
いの文化にふれることで、より一層、国際理解が深まっていくなか、これらの交流がさらに国
際化の進展や世界の平和に寄与していくものと感じております。 
　このようなことから、国際交流協会の果たす役割は重要であり、会員の皆さま方におかれま
しては、国際交流の橋渡しとして、さらにご尽力下さいますようお願い申し上げる次第でござ
います。結びに、鎌ケ谷市国際交流協会の発展と、会員の皆様のご活躍とご健康を祈念いたし
まして、お祝いの言葉とさせていただきます。 

鎌ケ谷市議会議長　勝又　勝 
２００７年度ＫＩＦＡ外国語講座（年３０回） 

＊①受講者数　②曜日・時間　③会場　④講師 

国際色豊かなまちづくりのために 

ＫＩＦＡの果たす役割は重要 



おめでとう 

　鎌ケ谷市国際交流協会設立２０周年まことにおめでとうございます。設立以来
歴代の役員さんはじめ会員の皆さんには、国際交流の原点に立って大変なご活躍
をいただき、心から敬意と感謝を表するしだいです。 
　私も設立時より微力ではありますが、いろいろとお手伝いをさせていただきま
した。姉妹都市でありますニュージーランドのワカタネを訪問したり、在住の外
国人とバス旅行をしたり、楽しい思い出がたくさん残っております。また会の組
織づくりに、新しいイベントの企画に大変苦労したことも今では夢のようです。
このように立派に２０周年をむかえることができましたこと、ご同慶にたえません。 
　どうぞこれからも役員・会員の皆さんの力を合わせ、ますます国際交流に国際
平和に貢献されますことをお祈りし、私のお祝いの言葉とします。 

ＫＩＦＡ顧問　田澤進二郎 
（1998～2001年・第3代会長） 

　設立２０周年おめでとうございます。心よりお祝い申し上げます。 
　国際交流協会の活動に参加してもらえないだろうか、というお話をいただいて
から、早いもので２０年が経ってしまいました。夫の仕事の関係でアメリカに渡り、
２人の子どもたちが小学校から高校卒業まで異文化のなかで育ち、帰国して間も
なくのころでした。海外で受けた種々の優しさを、どのような形でお返しできる
だろう、と私自身考えていた時期と重なりましたので、即協力の返事をさせてい
ただきました。 
　設立総会に向け何度か話し合いが持たれ、１９８８年、鎌ケ谷市国際交流協会が
誕生しました。５周年（アジアの物産展）、１０周年（ニュージーランド・ワカタ
ネとの姉妹都市提携記念式典＆１０周年記念パーティ）と、市の協力はもとより近
隣市からのアドバイス、情報等をいただきながら、試行錯誤を繰り返しつつも今
日を迎えられたということ、本当に嬉しく思います。また、ボランティア活動に
興味を持ち、積極的に参加された多くの市民の心の結集であることを誇りに思う
と同時に、決して忘れてはならないと思っています。 
　これまでは市民に向け事業展開をしてきました。これからは時代の流れ、変化
をキャッチしつつ、いろいろな意味において少し軌道修正を行う節目に来ている
と思います。ワカタネとの交流の推進、青少年の青少年による青少年のための事
業のさらなる推進は言うまでもありませんが、私たちアジア人として、アジア圏
の人々と草の根交流、友好関係を深めていく必要性を感じています。 
　鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ）のますますの発展に、大なるエールを送り
ます。 

ＫＩＦＡ顧問　岡本靖子 
（2002～2005年・第4代会長） 

苦労も今では夢のよう 

発展に大なるエールを 



◆１９９７年１１月１６日＝ワカタネ姉妹都市提携調印式、Ｋ
ＩＦＡ設立10周年記念合同祝賀パーティ――ワカタネ
からの代表団、文化グループら４２人、鎌ケ谷市民１２００
人が列席。両国国歌演奏、協定書の交換と調印が行
われ、続いて両市長があいさつ、記念品の交換が行
われた。祝賀パーティでは小中学生による合唱や演奏、
マオリのパフォーマンス、笑福踊り、合唱などアト
ラクションが繰り広げられた。会場では、餅つき、そ
ば打ち、帯結びなど、日本文化の紹介コーナーも人気
になった。（市民体育館） 
◆12月14日＝通訳ボランティア研修会「外国語で話す会」
――日本についてどんな印象を持っているか英語、中
国語、スペイン語をそれぞれ母国語とする外国人パネ
ラーを招き、懇談会を開く。通訳ボランティアが大
活躍。参加者は４０数人。 

◆１９９８年１月１８日＝日本語ボランティア研修会――
助詞「で」「と」「たら」について、松本明子講師から、
多くの例文の作成について研修する。 

◆２月１日＝派遣部会講演会「中国見たまま」――中国
天津南開大学教授・足立吉弘さんによる、中国の生活
や心情など、興味深い話を聞く。 
◆２月７日＝講演会「私の歩いた世界と日本」作家・辺
見庸氏――「自動起床装置」で９１年の芥川賞を受賞、
「もの食う人びと」など、ルポルタージュでも活躍す
るジャーナリスト辺見氏の講演会。県内各地からも聴
講者が集まった。内戦や貧困に苦しむアフリカや放射
能に汚染されたチェルノブイリの現実など話し、「見
えない像を見なくてはいけない、聞こえない音を聞き
たい」という、ジャーナリスト精神に徹した氏の姿勢
が強く感じられた。 
◆２月１５日＝外国家庭料理を楽しむ――ドイツ人のアネ
ッテさん、バングラデシュのジャッキーさんの指導で、
外国家庭料理教室が開かれ、応募した市民と交流部員
ら３５人が、家庭料理を２時間かけて作った。出来上
がった料理の説明を聞き、味わいながら、懇親パーテ
ィを楽しんだ。 

1997年度のあゆみ １９９７（平成９）年１１月 １９９８（平成１０）年３月 

姉妹都市提携調印記念パーティで 事務局担当の川島妙子さん（右）と三澤明恵さん（左） 語学講座の先生方 

この20年間　　活動の記録 

PART Ⅰ 
1997～2007

鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ） 



◆５月１６日＝１９９８年度総会開く――新会長に田澤進二
郎氏が就任。副会長には岡本靖子、竹内明の各氏。ま
た各部会長には次の各氏が就いた。交流部会長・冨澤
一隆、研修部会長・藤本克代、派遣部会長・佐藤キク、
広報部会長・山崎圭子。総会終了後、４部会の交流会
が開かれた。 
◆５月１７日＝１９９８年度語学講座開講式――中国語と英
語で３人の新任講師を迎え、５講座でスタート。 
◆５月２４日＝焼物の郷・笠間・益子バスツアー――今
回で２回目のバスツアーは総勢５３人（外国人２４人）、
市役所を８時に出発。笠間稲荷から益子へ。浜田庄司
氏の作品館や登り窯など見学した。 
◆５月２５日～６月１日＝中国研修の旅――派遣部会の企
画で天津南開大学の足立吉弘先生（鎌ケ谷市出身）の
お世話で２２人が参加。学園での熱烈歓迎と交流の旅。 
◆６月７日＝「国別交流会」ブラジルを聞こう――「日
本人とお友達になって」と市内・近郊在住のブラジル
出身の人たちに呼びかけ、２５人の参加者と交流会を
開いた。 
◆７月１９日＝バーベキューパーティ――外国人１７人、市
民３４人が参加。コンロ６台に持ち寄った食材のバー
ベキューパーティで、広場には歓声が響いた。 
◆８月２２日＝市民夏まつりに参加――４００人を超える市
民がブースに足を止め、浴衣姿の外国人も立ち寄って、
ＫＩＦＡの活動に関心が集まった。 
◆８月２２日～２９日＝中学生１５人、ワカタネで貴重な体
験――市の教育委員会の主催で、市内の５中学から３
人ずつ１５人が姉妹都市へ一週間の旅。日本人として
は初めてというマオリのミーティングハウスでの宿
泊など、中学生にとっては忘れがたい思い出になった。 
◆９月２８日＝トライデント高校生、先生を迎えウェル
カムパーティ――２６日から３０日までニュージーランド・
ワカタネのトライデント高校から生徒１０人、引率者
４人が市内のホストファミリーの家に滞在。学校訪問、
学校給食の体験などし、交流の輪を広げた。 
◆１０月１８日＝「国別交流会」ＫＯＲＥＡを聞こう――ゲ
ストスピーカーに中村欽哉さんを招き、「日本の隣り

の国、秋の美しいソウル」の話を聞く。４３人が参加。 
◆１１月８日＝日本語教室校外学習で「日光」――マイク
ロバスの提供を受け、黒板、チョーク、テキスト、カ
ードを持参、バスの中は教室に早変わり。紅葉のいろ
は坂を満喫した。 
◆１１月１５日＝ＫＩＦＡパーティ１９９８――会員、市民ら
に、外国人１６カ国（アメリカ、アンゴラ、イギリス、
イラン、インド、オーストラリア、ガーナ、カナダ、
韓国、中国、ドイツ、ナイジェリア、ニュージーラン
ド、バングラデシュ、フィリピン、ペルー）の８３人を含
め２７０人の参加者が集い、華やかに繰り広げられた。 
◆１２月１４日＝「外国語で話す会」わたしの国の自慢料
理とくらし――通訳ボランティアの研修を兼ね、母国
語が英語、スペイン語、中国語（北京語、広東語）の
パネラーが手作り料理を持参、レシピや材料を母国語
で話してもらい、ボランティアが通訳。参加者５１人は
有意義な時間を過ごした。 
◆１９９９年１月２３日＝日本語ボランティア研修会――助
詞の「に」「の」について。講師は松本明子先生。周
辺市からの参加もあって３４人が学ぶ。 
◆２月６日＝若林正人氏講演会「東は東、西は西」――
２００人を超す市民ら聴衆が、ＴＶ朝日のニュースステ
ーションで久米宏氏のパートナーとしてユニークな存
在だった若林氏の講演。さくら中継の裏話など、視聴
者には分からない隠されている事実を明かした。 
◆２月２１日＝「国別交流会」フィリピンを聞こう――山
崎登美子氏を招き、フィリピン出身者３人を含む３２人
の参加者がフィリピン人の生活について聞く。 
◆２月２８日＝１９９８年度語学講座閉講式 

１９９８（平成１０）年４月 １９９９（平成１１）年３月 

日本語教室の日光校外学習 市民夏まつりに展示ブース 若林正人氏の講演会 

ワカタネ・トライデント高校生を迎えウエルカムパーティ 



◆５月１６日＝１９９９年度語学講座開講式――英語Ⅰ、Ⅱ、
Ⅲ。スペイン語、中国語の受講生が出席。アトラクシ
ョンとして、アネッテ植松さんのドイツ語ワンポイン
トレッスンでヨーロッパ気分に浸り、ジャズシンガー
のマリア・エヴァさんの魅惑の歌声が会場を包んだ。 

◆５月２３日＝新緑の南房総・海ほたるバス旅行――参加
者は５４人（外国人はバングラデシュ、中国、シンガポ
ール、韓国、アメリカなど）車中で自己紹介。東京湾
アクアラインから「海ほたる」、東京電力「新エネル
ギーパーク」を見学。楽しい一日を過ごした。 
◆６月６日（日）＝１９９９年度総会開く――総会で組織の
改正が行われた。これまで役員の選出については、会
長が指名していたが透明性の確保と民主的に選出すべ
く、副会長・会計は理事会で互選とし、部会長は部会
員の中から互選することを明文化した。組織は交流部
会、研修部会、広報委員会の２部会１委員会制とする。
新しく交流部会長に石関博康氏が就任。広報委員会
も「各部会から選出された２人以上の部会員及び会員
の中から希望をする者をもって構成する」ことになり、
委員長に堀部道子さんが就いた。 
◆７月１８日＝バーベキューパーティ――１０４人が集まり
（外国人３４人、市民７０人）、コンロ６台に各自の食菜
が盛られ、美味しい匂いが林間に漂い、ジャズバン
ドも入り、大賑わいのパーティになった。 
◆９月２日～１１月１８日＝フレンドリー英会話講座――
老人クラブ連合会「生涯学習」の一環で６０歳以上を
対象に、坂田佳枝さんの指導で全１０回の講座。 
◆８月２８日＝市民夏まつり、外国物産展大盛況――ペル
ー、ニュージーランド、バングラデシュ、ガーナの４
カ国の協力で、各国物産の即売会を開き来場者の関心
を集めた。トルコ大地震へ救援カンパも。 
◆９月１３日＝ＫＩＦＡホームページ公開――世界にひろ
がるふれ合いネットワーク構想から約１年、念願の
ＫＩＦＡインターネットホームページをアップ。交流
部会を中心にした有志の協力で公開にこぎつけた。 
◆９月１８日＝講演会「ボランティアとしての通訳ＡＢＣ」
――日本観光通訳協会の北島克巳氏に聞く。また、

研修部会の主管であった通訳ボランティアが事務局の
主管になる。 
◆１０月１７日＝外国語で話す会「私の国の暮らしぶり」――
英語、中国語、スペイン語、ドイツ語、韓国語を母国
語とするパネリストによる、風習や遊びの話を通訳ボ
ランティアを通して聞き、国別グループに別れ、片言
交じりの外国語、日本語で茶話パーティが続いた。 
◆１１月１４日＝日本語教室校外学習で「箱根」――マイク
ロバスに教室の生徒１１人、ボランティア１２人の総勢
２３人が箱根・芦ノ湖・大涌谷をめぐった。好天にもか
かわらず霞がかっていたが、富士山はきれいだった。 
◆１１月２８日＝ＫＩＦＡパーティ１９９９――参加者は３４８人。
外国人は１７カ国１１４人。出展ブースはガーナ、バング
ラデシュ、ペルー、フィリピン、韓国、ニュージーラ
ンド、アメリカ、日本語教室。 
◆１２月１２日＝「国別交流会」フィリピンと話そう――鎌
ケ谷フィリピンサークルの会員から、お国の文化、言
語、人口、観光の話、民謡の紹介。集まった５２人の参
加者はフィリピンに染まった一日だった。 
◆２０００年１月２３日＝アジアを歌う、奥山由美コンサー
ト――アジアの歌を訪ねた体験を語りながら、中国、
インドネシア、マレーシア、モンゴル、ロシアなどア
ジアの民謡、民族歌を歌い１００人の聴衆を魅了。 
◆１月３０日＝外国家庭料理講習会――４１人の参加者が、
ロシア料理は高中秀夫さん、ニュージーランドはヘイ
ドイさん、台湾料理は石井淑玲さん、日本料理は堀優
子さんの指導で取り組んだ。 
◆２月２７日＝１９９９年度語学講座閉講式――英語３クラス、
スペイン語、中国語の受講生たちが成果を発表した。 

1999年度のあゆみ １９９９（平成１１）年４月 ２０００（平成１２）年３月 

奥山由美コンサート 外国語で話す会「私の国の暮らしぶり」（左・ドイツ語、右・中国語） 

毎回南部公民館で開かれる外国の家庭料理教室 



◆４月４日＝ワカタネ来訪団、ウェルカムパーティ――
１８人の訪問団を歓迎するパーティが姉妹都市委員会主
催で開かれ、１３０人の市民が参加し交流を深めた。 

◆５月７日＝外国人に１１０番、１１９番電話講習会――鎌
ケ谷警察署と消防署による外国人のための防犯・救急・
火災予防、緊急連絡について講習会。 
◆５月２１日＝２０００年度総会開く――この４月から市当局
の所管業務の変更があり、所管が市長公室から教育委
員会社会教育課に変わり、事務局も５階フロアーに移
動した。田澤進二郎会長。副会長に石関博康、小栗
淑子、会計に西峰光男、藤本克代の各氏が新たに就任
した。交流部会長に荻裕、研修部会長に渡部恭子、広
報委員長に木村浩の各氏が就いた。 
◆５月２１日＝２０００年度語学講座開講式――英語３講座、
スペイン語、中国語の受講生１００人余りが、担当の先
生の注意を聞き学習への意欲を高めた。 
◆５月２１日＝講演会「世界のトイレ事情と日本」――語
学講座開講式の後、大田区立郷土博物館館長・西岡秀
雄さんの、８０カ国を旅して見てきた、使用してみた世
界のトイレ事情講演。とくに事後処理の方法について
の、大変ウンチクのある話に会場は爆笑。 
◆５月２８日＝バスツアー・茨城の旅――バス２台に８８人
の参加者。この年から一般市民にも参加を呼びかけ、
４７人が応募、うち外国人は１６人と会員４１人とともに
牛久シャトーに到着。ガーデンバーベキュー、牛久ワ
インを味わう。午後は筑波山へ。ロープウェーで山頂
へ、夕陽に輝く関東平野を眼下に眺め歓声を上げた。 
◆７月４日＝日本語教室「七夕学習会」――日本語教室
の受講生たちに「七夕まつり」の特別学習。 
◆７月１６日＝バーベキューパーティ――梅雨の合間のま
ばゆい陽光の林間。フィリピンはじめ８カ国の４９人を
含め１２２人の市民がコンロを囲み交流の輪を広げた。 
◆８月２６日＝市民夏まつり「外国物産展」――外国人ス
タッフの強力パワーで今年も大好評。 
◆８月２０日～２７日＝中学生のワカタネ交流深まる――帰
国した生徒たちは、トライデント高校一日体験入学で
知った、自由な雰囲気が印象的だったという。 

◆９月２日＝語学講座の講師交流会――各講座の講師と
役員、研修部会員が講座の進め方について話し合った。 
◆１０月２２日＝日本語教室校外学習「バスで富士山５合
目登山」――霧で眺めはあまり良くなかったが、キャ
ベツを収穫したり、鍾乳洞を見学、楽しい１日だった。 
◆１０月２９日＝「外国語に親しむ会」スポーツの話を聞こ
う――ニュージーランド、中国、イタリア、スペイン、
ブラジル、ドイツ出身者に母国のスポーツの話を聞く。 
◆１１月７日＝学校派遣「アジアの食文化を学ぶ」――
東部小５年生の学習会にアジア出身の在住者を講師と
して派遣、料理づくりを紹介。それぞれの食文化や風
習について生徒らと交流を図った。 
◆１１月１２日＝ＫＩＦＡパーティ２０００――２０カ国８６人の
外国人を含め２６６人が集い、会場は国際色が一杯に広
がった。参加者がみんな出演者となってダンスダンス。 
◆１２月３日＝「国別交流会」中国を聞こう、中国と話そ
う――参加者９３人うち外国人１５人。 
◆１２月１０日＝日本語ボランティア研修会――日本語ボラ
ンティアに関心のある市民による「新日本語の基礎」
具体的な教え方など研修。２００２年２月１０日にも開く。 

◆１２月１９日＝「日本語教室」特別学習――年賀状を書
こう。 
◆２００１年１月２８日＝外国家庭料理講習会――スペイン
のクリスティーナさん、タイのマムさん、バングラデ
シュのトトルさん、３人がそれぞれ「母に教わった」
という家庭料理の指導と試食会を４４人が楽しんだ。 
◆２月１８日＝２０００年度語学講座閉講式 
◆２月１８日＝落語のＡＢＣ――桂む雀さん、桂あさ吉さ
んを招き、落語の鑑賞方法を聞く。 

2000年度のあゆみ ２０００（平成１２）年４月 ２００１（平成１３）年３月 

ＫＩＦＡパーティ２０００ バスツアー・茨城の旅 日本語教室「七夕学習会」 

研修部会員と語学講座の講師のみなさん 



◆５月２０日＝２００１年度総会開く――新年度事業計画、予
算案などを承認、一部規約改正も承認。役員の一部変
更があり広報委員長に酒井哲郎氏。 
◆５月２７日＝２００１年度語学講座開講式――ハワイアン・
コンサートも同時開催。英語３講座、スペイン語、
中国語、日本語教室の受講生１４０人が出席。「ワイキキ・
ドリーマーズ」によるハワイアンの演奏を鑑賞。 
◆６月１０日＝バスツアー、河口湖畔と勝沼ワイナリーの
旅――総勢参加者９２人はバス２台で市役所を出発。１１
時、河口湖ハーブ園に到着、かすむ富士山を湖畔から
眺めながら昼食。午後はワイナリーなど見学。 
◆８月２２日～２９日＝第５回ワカタネ親善訪問――ＫＩＦ
Ａ結成１５年、ワカタネ姉妹都市提携５年の節目を迎え
総勢２６人による訪問団を結成。ホームステイをしなが
ら、親善役を果たした。 
◆８月２５日＝市民夏まつりＫＩＦＡブース――主な活動記
録をイラストで掲載、姉妹都市ワカタネと鎌ケ谷市の
比較図、民族衣装などを展示。 
◆９月１６日＝バーべキューで楽しむ国際交流――食材を
焼き、中国人の親子、アメリカ、カナダ、ニュージー
ランド、イラン、韓国など各国の皆さんが楽しむ。 
◆１０月６日＝ＫＩＦＡに特別感謝状――鎌ケ谷市市制３０
周年記念式典において、１９８８年４月の設立以来の活動
が評価され、市の発展に貢献したとして「特別感謝状」
が贈られた。 
◆１０月４日～１２月６日＝フレンドリー英会話講座開講――
６０歳以上が対象。増田千佳先生。１０回。 
◆１０月２１日＝外国語に親しむ会「教育」――ドイツ、ア
ネッテ植松さん、中国・占志強さん、スペイン、クリ
スティーナ・ロペスさん、アメリカ、ヘザー・ファー
マンさんが、お国の教育事情や子供の遊びについて
話し、国別グループに分れた懇親会で意見交換をした。 
◆１０月２８日＝日本語教室校外学習「房総の養老渓谷」――
４年目を迎えた校外学習、総勢２７人が参加。 

◆１１月１８日＝ＫＩＦＡパーティ２００１――初めて参加し
た一般市民が多く４００人を超す参加者があり、大盛況
となった。２１世紀最初の国際交流パーティは将来への

希望を抱かせるものになった。 
◆１２月２日＝「国別交流会」タイＤＡＹ――「ほほえみ
の国タイに生活して、その歴史と文化」について、タ
イ滞在経験豊富な遠藤尚子さんが紹介。５５人が参加。 

◆１２月９日＝波多野敬雄氏講演会「日本の常識、世界
の非常識」――長い外交官の経験、外国生活から見た
日本の国際感覚について、私たちの活動や考えが世界
に理解され、受け入れられるには何が必要か、いくつ
かの例をあげて話す。 
◆２００２年１月２７日＝外国家庭料理講習会――スリランカ、
韓国、カナダ、インドネシアの各講師の指導で、エプ
ロン姿の男性たちも料理に懸命。会場はスパイスの匂
いですっかりエスニックな気分。５３人参加。 
◆２月３日＝宮本信生氏・神崎愛さんによる講演・コン
サート――国際社会において、日本のめざすものはな
にか、元キューバ、チェコ大使など勤めた外交評論家
の宮本氏の講演と、夫人で女優の神崎愛さんの「シェ
ルブールの雨傘」「ハンガリー田園幻想曲」などフル
ート演奏に魅せられた。 
◆２月５日＝昔遊びを楽しもう、外国人講師派遣――道
野辺小３年が、外国ではどんな遊びがあるか知りたい
ということで、アメリカ、フィリピン、タイ、インド
ネシア、中国の１０人の講師たちと、子どもの遊び交
流会を楽しむ。 
◆２月１７日＝２００１年度語学講座閉講式――英語Ａ、Ｂ、
Ｃの３クラスとスペイン語、中国語、日本語、フレン
ドリー英会話の講座終了の閉講式が行われた。受講生
たちによるクラス発表会も歌とダンスとパフォーマン
スが繰り広げられた。 

2001年度のあゆみ ２００１（平成１３）年４月 ２００２（平成１４）年３月 

宮本信生・神崎愛のツーショット 河口湖畔と勝沼ワイナリーへバスの旅 タイを紹介するタイＤＡＹ 

ワカタネ成人派遣のメンバーによるそば打ち交流 



◆５月１８日～８月４日＝日本語ボランティア養成講座――
講師は松本明子先生、川端芳子先生。テキストは「み
んなの日本語Ⅰ」全１２回、３８人が受講。 
◆５月１９日＝２００２年度総会開く――新会長に岡本靖子氏。
２期４年会長をつとめた田澤進二郎会長の後任に岡
本靖子氏が承認された。副会長には酒井哲郎、小栗
淑子の各氏。会計に一色雅男、藤本克代の２氏。広
報委員長・渡部恭子、交流部会長・根岸孝子、研修
部会長・藤井明恵の各氏で岡本新体制がスタート。 
◆５月２６日＝２００２年度語学講座開講式――英語Ａ、Ｂ、
Ｃの３講座とスペイン語、中国語の受講生１４０人が出
席。初のオリエンテーションを講座ごとに実施。 
◆７月１４日＝いばらき漫遊・バスの旅――外国人２５人を
含め９０人がバス２台で、黄門様ゆかりの地・茨城を漫
遊、交流を深め、歴史と現代に触れ合った。 
◆７月１９日～８月４日＝青少年ワカタネ・ロングステイ派
遣――７人の若者が２７日間にわたり、南十字星の国で
ホームステイをしながら、異文化の生活を体験した。 
◆８月２４日＝市民夏まつりに参加――簡単な外国語紹介、
民族楽器の展示と紹介でＫＩＦＡの意義をＰＲ。 
◆９月２９日＝国際親善バーべキューパーティ――フィリ
ピン、バングラデシュ、スリランカ、中国、ペルー、
スウェーデン、イランなど出身の外国人らと、市民ら
７５人がバーベキューを楽しみ、歌やダンスで交流。 
◆１０月３日～１２月５日＝フレンドリー英会話講座――
６０歳以上対象に毎週木曜日に開講。受講者は２４人。 
◆１０月２０日＝大草原をわたるモンゴルの調べ――馬頭琴
は頼玉龍さん、古筝は女流演奏家のタラーさんによる
演奏会。２００人を超す市民らに感動を与えた。 

◆１０月２７日＝日本語教室校外学習「野田」――外国人２３
人が参加。野田しょうゆ館、清水公園などバスハイク。 

◆１１月２３日＝ＫＩＦＡパーティ２００２――１７カ国６３人の
外国人を含め２６０人が集い、交流の輪が広がった。 

◆１２月８日＝米原万里講演会「ロシア人に学ぶ小咄の作
り方」――ロシア語同時通訳者、大宅ノンフィクショ
ン賞作家の米原さんの、ユーモア一杯の講演は、２００
人近い来場者を知と笑いの時空に誘った。 

◆２００３年１月１９日＝Ｈｅｌｌｏ！  Ｇｏｏｄ  Ｍｏｒｎｉnｇ！　親子で
英語を楽しむ会――ＫＩＦＡの新規事業として「地域
の子どもたちに、言葉を通じて異文化を理解してもら
い、世界に通じる国際人に育ってもらう」企画。５歳
が１３人、４歳１人、小１が各１人の親子１５組３０人が
参加。先生は増田千佳さん、アネッテ植松さん。 

◆１月２６日＝外国家庭料理講習会――メキシコ料理のア
レンウッドマンさん、イギリス料理のジョンバートさ
ん、ドイツ料理のアネッテ植松さん、日本料理の山根
知世子さんの指導で４７人が、４カ国の料理を完成。 
◆２月１日＝通訳ボランティア・ミーティングに会員１１
人が参加。意見を交換する。３６人が登録、７カ国に
対応（英語、中国語、韓国語、スペイン語、タイ語、ポ
ルトガル語、ポーランド語）が可能に。 
◆２月２日＝「国別国際交流」スリランカＤＡＹ――宝
石のような美しい国・スリランカについて、在日３年
半のクマーラさんが、流暢な日本語で文化や言語につ
いて講演。スリランカ出身の１３人の奥さんたちよる、
手作り料理をいただきながら、市民ら計４０人が異文化
理解の日を過ごした。 
◆２月９日（日）＝２００２年度語学講座閉講式――１年間
の学習を終了した１２０人の受講生が列席。皆勤賞女性
が１３人、男性１人。英語３クラス、スペイン語、中国語、
日本語、フレンドリー英会話の各クラスが学習成果の
パフオーマンスを披露しあった。 
◆２月１６日＝初めての青少年対象の国際交流パーティー
――各国の若者同士で新しい出会いの場を作ることを
目的に、新たに立ち上げた企画。６０人を超す青少年た
ちが、ダンスやお国の紹介などで一日を過ごした。 

2002年度のあゆみ ２００２（平成１４）年４月 ２００３（平成１５）年３月 

講演する米原万里さん 語学講座開講式の自己紹介 市民夏まつりの参加スタッフ 

岡本新体制のメンバー（右から２人目が岡本靖子会長） 

この10年・主な海外派遣交流日誌 （＊）は、鎌ケ谷市主催の企画であり、 
ＫＩＦＡは姉妹都市交流委員会に参加。 



◆４月６日＝お花見バーベキューパーティ――前日の雨
は上がり、５分咲きの桜の下で６０人余の市民が集う。 
◆４月１０日～２０日＝ワカタネのトライデント高校から１６
人の生徒が訪問――市内のホストファミリー宅にホー
ムステイしながら、市内の学校見学で交流を深める。 

◆５月１７日～８月２日＝日本語ボランティア養成講座――
講師は松本明子さん、品川雅子さん、受講生は３１人。 

◆５月１８日＝２００３年度総会開く――岡本会長は「設立以
来、今年で１５年を迎える。昨年度は延べ１３００人を超え
る市民がＫＩＦＡの事業に参加していただいた。今年
はとくに、青少年の国際交流に力を入れていただき
たい」と抱負を語る。 

◆５月１８日＝そねそねクラブ・ミニコンサート――総会
終了後、流山市の親子バンドの音楽演奏を聞く。 
◆５月２５日＝２００３年度語学講座開講式――英語２講座、
スペイン語、中国語、６０歳以上のフレンドリー英会話
の５講座に、１２０人を超す受講生が出席する。 

◆６月７日＝日本語ボランティアネットワーク会議――
東葛地区の６市１町の日本語ボランティアが集まり、
意見を交換（流山市南流山市センター）。 

◆６月２２日＝講演会・外国文化に親しむ会「京劇へのい
ざない」――張紹成さんに、京劇の発生と成り立ちに
ついての歴史と解説、そして楽しみ方を聞く。２６０人。 

◆６月３０日～７月７日＝ワカタネ成人派遣――姉妹都市
提携５周年記念に、ワカタネに造られた日本庭園の竣
工式が７月４日に行われ、ＫＩＦＡは式典に６人の市
民を派遣。 
◆７月６日＝古都・鎌倉バスツアーで国際交流――外国
人１４人と会員ら参加者は４５人。１０時過ぎ建長寺に到着。
次いで鶴岡八幡宮、長谷寺を回り昼食。高徳院へは徒
歩で。雨模様の曇り日で駿河湾は見えず。 
◆７月１９日～８月１４日＝青少年ワカタネ・ロングステイ
派遣――３人の高校生がホストファミリーの家に滞在
し、ワカタネ高校に通いながら交流を通し、異文化を
体験。２１日には市役所の会議室で父母らも参加し、体
験報告会が開かれた。 
◆８月２３日＝市民夏まつりに参加――英語、中国語、ド

イツ語、スペイン語のミニ講座を開きＫＩＦＡをＰＲ。 
◆１０月１８日～１１月１５日＝「子ども英会話」スマイリーキ
ッズ――ＫＩＦＡ新企画。毎週土曜日・全５回。小学
３、４年と５、６年が対象で１６人が受講。 
◆１１月９日＝日本語教室校外学習「房総風土記の丘」――
成田ゆめ牧場、航空博物館。バスのなかでは日本語で
自己紹介、あいさつなど全員で復唱しあった。 
◆１１月２３日＝ＫＩＦＡパーティ２００３――１４カ国４９人の外
国人を含め２０５人の市民が参加、国際色豊かな外国紹
介のブース、民族ダンスなどに人気が集まり、パーテ
ィは大盛況で好評であった。 
◆１２月７日＝映画鑑賞会「宋家の三姉妹」――三橋記念
館視聴覚ホールに市民・会員２４０人集まる。 
◆２００４年１月２５日＝外国家庭料理講習会――世界３大料
理のうち２つが講習会の料理に選ばれた。イタリアは
家庭で食べる簡単料理、講師はローマ出身のジョバン
ニ・モンテさん。中国は「食在広州」のメニュー、講
師は２児の母の野村千賀（陳燕玲）さん。応募者４０人
がエプロン持参で参加し、できた料理はみんなで試食、
歌やパーティを楽しんだ。 
◆２月８日＝２００３年度語学講座閉講式――５つの語学講
座、１年間３０回学習を重ねた８０人の受講生が出席。皆
勤賞の７人に賞品が贈られた。クラスごとの学習成果
の発表パフォーマンスも歌や踊りとにぎやかに繰り広
げられた。また、日本語教室に通った外国人たちも、
覚えた日本語であいさつをした。 
◆３月１４日＝第５回外国人スピーチ大会――柏市で行わ
れた同大会に鎌ケ谷市から、ジェンマさん（フィリピ
ン）ら３人が出場、日本での生活を日本語で話した。 

2003年度のあゆみ ２００３（平成１５）年４月 ２００４（平成１６）年３月 

５年目を迎えた姉妹都市・ワカタネとの交流が盛況（左・成人派遣、右・青少年ロングスティ） 

日本の春―伝統行事・お花見バーベキューパーティで交流 



◆４月４日＝お花見＆バーベキューパーティ――雨模様
の悪天候を吹き飛ばし、会員や外国ら４１人が集まり、
英語、日本語、中国語などで歓談し楽しむ。 
◆５月１６日＝２００４年度総会開く――岡本靖子会長から
「姉妹都市ワカタネとの交換留学推進のための留学基
金の設立を提案」があり、これを受け新たな事業とし
て「留学基金」の設立が承認された。新副会長に長南
勇、新会計に小栗淑子の各氏が就任。広報委員長に林
幸治、研修部会長に波多野勝夫、交流部会長に鈴木浩
の各氏が新たに選任された。 
◆５月１６日＝２００４年度語学講座開講式――英語Ａ、Ｂ、
スペイン語、中国語、フレンドリー英会話の受講生
９７人が１年間の学習活動スタート。 
◆６月２０日＝京劇のすべてを楽しむ――２００３年６月２２
日に開かれた「京劇へのいざないⅡ」として、ふだん
は覗けない楽屋裏から、舞台の実演技まで見せる二部
構成で行われた。張紹成氏と２人の劇団員が見事に演
じて見せた。２４０人が鑑賞。 
◆６月２７日＝青少年国際交流「養老渓谷」ハイキング――
外国人７カ国、１１人を含め総勢２６人が、新緑の粟又
の滝周辺の遊歩道を歩き、自然のなかで国際交流。 
◆６月２９日＝日本語教室特別学習会「七夕」――参加者
１４人。 
◆７月１４日＝広報誌の編集など広報活動の交流学習――
沼南町国際交流協会を訪ね、ＫＩＦＡから林幸治委
員長、前委員長の渡部恭子氏ほか３人の委員が、沼南
町の協会広報部を訪問。広報活動について意見交換。 
◆８月２８日＝市民夏まつりに参加――３０回目を迎えた市
民夏まつりは、会場を新装成った新鎌ケ谷駅北口広場
に移して開かれた。活動ＰＲの写真展で市民にアピ
ール。 
◆９月２６日＝国際交流・箱根バスツアー――富士山を見
たいという外国人、応募の市民ら９０人を乗せたバスツ
アーは一路箱根を目指す。雨はやんだが曇り空。富士
山を見られなかったのが唯一の名残り。 
◆１０月２２日～１１月２０日＝「子ども英会話教室」スマイ
リーキッズ――２年目を迎えた小学１、２年生（１９人）、

３、４年生（９人）対象の英会話教室。毎週土曜日の
５回。先生は増田千佳先生。 
◆１０月３１日＝「外国文化に親しむ会」インドネシアの音
楽とお話――インドネシアからの留学生が主体の「千
葉アンクルンソサイティー」の３０人。民族音楽の美し
いメロディーが会場一杯に広がった。 
◆１１月１４日＝外国家庭料理講習会――応募して集まっ
た受講者４１人が、中国料理はハルピン出身の笹岡雅
子さん、メキシコ料理は米アリゾナ出身のバッシュさん、
カナダ出身のスコットさん。後半は出来上がったお料
理をいただきながら、お国の歌を合唱し楽しんだ。 
◆１２月５日＝ＫＩＦＡパーティ２００４――今回から運営が
交流部会から執行部事業に移行。１７カ国６０人の外国人
を含め２５０人が集う。第１部は民族衣装ショー、和太
鼓。第２部は立食懇親会。 
◆１２月２１日＝日本語教室特別学習「習字」――参加者２０人。 
◆２００５年１月２５日＝世界の食文化――ＫＩＦＡ外国人
ボランティアが講師役で、西部小６年生たちが社会科
「世界の食文化」の授業で中国伝統の水餃子づくりに
挑戦した。講師は日本在住１０年の張世妃さん。参加
児童は９６人。 
◆１月３０日＝日本語教室校外学習「みかん狩り」――小
田原城、熱海温泉街、宇佐美のみかん園。はさみを手
に食べ放題のみかんにみな満足顔。参加受講者は１４人
と日本語ボランティア、研修部会員８人の計２２人。 

◆２月１１日＝２００４年度語学講座閉講式――英語Ａ、Ｂ、
スペイン語、中国語、フレンドリー英会話の語学講座
の閉講式（フレンドリー英会話は秋に終了）が、８０
余人が出席して行われた。 

2004年度のあゆみ ２００４（平成１６）年４月 ２００５（平成１７）年３月 

ＫＩＦＡパーティ２００４の民族衣装ショーと、それを見守る来場者 

《文化講演会･イベント･会話サロン》 

スマイリーキッズの教室風景 



◆４月１日＝市の組織改革により、協会の所管が社会教
育課から市長公室・企画政策課に移る――それに伴い
海老原正博市長公室次長・企画政策課長が事務局長に
就任。事務局も市庁舎３階に移動。 
◆４月３日＝お花見バーベキューパーティ――高校生ら
若者グループも合同、外国人参加者を含め５２人の市民
が、満開には少し早い桜の下で歓談の輪が広がった。 
◆４月９日＝日本語ボランティア講師養成講座全１２回。 
◆５月１５日＝２００５年度総会開く――新たな共同事業を
めざし、鎌ケ谷市国際文化交流会（ＩＣＥＣＫ＝アイ
スク）代表の佐藤キクさんが理事に。 
◆５月１５日＝２００５年度語学講座開講式――英語Ａ、Ｂ、
スペイン語、中国語、ハングルの各講座の受講生ら８１
人が出席。今年度から新たに半年講座のハングルが
再登場。各講座とも開催日時と会場を変更、これまで
参加できなかった人たちの便を図った。 
◆６月２８日＝日本語教室特別学習「七夕」祭り――参加
者２２人。 

◆６月１９日＝青少年国際交流ボウリング大会――ボウリ
ング・ゲームと昼食パーティ。市内高校生ら５人、千
葉大園芸学部の中国留学生５人など、アジア近隣出身
者ら２７人が９チームに分かれ得点を競った。昼食パー
ティには岡本靖子会長も参加、ゲームを楽しむ。 
◆８月２７日＝市民夏まつりにブース設置――国際交流の
活動を市民にＰＲする。ニュージーランド、韓国、中
国、イタリア、ペルー、カナダ出身者によるお国紹介
のパフォーマンスで市民らの喝采を浴びる。 
◆８月２８日＝ワカタネ・ロングステイ報告会――７月２８
日から８月２３日まで、ワカタネでホームステイした派
遣学生９人（２人欠席）が「ステイ体験」を話す。 
◆９月４日＝パックン・マックン「鎌ケ谷でシャベラナ
イト」――ＮＨＫテレビ番組「英語でシャベラナイト」
の日米お笑いコンビが鎌ケ谷に登場、１７３人の市民に
笑いと熱気の即席「英語教室」を演じた。 
◆９月２５日＝昔の面影を残す佐原市内バスツアー――台
風接近で雨模様のなか外国人１６人を含め総員４３人の市
民が、昔の町並みの小野川べりを散策、山車会館、伊

能忠敬記念館や酒造蔵など見学。 
◆１０月１５日～１２月１０日＝「子ども英会話教室」スマイ
リーキッズ――全７回でスタート。小学１、２年生、
１２人。３、４、５年生１２人。 
◆１１月５日＝韓国の文化と暮らしに親しむ――語学講座
ハングルの講師・李賢貞さんに、韓国の生活と文化を
語ってもらう。３７人が参加。 

◆１１月２３日＝ＫＩＦＡパーティ２００５――ニュージーラ
ンド、韓国、ドイツ、子ども英語会話、日本語教室、
茶道協会、芸文協の着付け教室など、日本伝統文化と
国際色豊かなブースが人気を集め、世界一のハーモニ
カ奏者・籔谷幸男さんの演奏が会場に響いた。 
◆１２月２０日＝日本語教室特別学習会――正月用飾りの作
り方に、参加者２７人。 

◆２００６年１月２９日＝外国家庭料理講習会――ホルスト・
エーミルさんのスウェーデン式肉団子、斉藤カルナさ
んのタイ式春巻に、２３人の参加者が挑戦。 
◆２月５日＝２００５年度語学講座閉講式――スペイン語、
英語Ａ、Ｂ、中国語、日本語の生徒ら８３人が出席。 

◆２月２６日＝第１回「ＫＩＦＡ英会話サロン」――身近
な暮らしの話題を、外国人を交えて英語で会話を楽し
む、英語を外国人と話してみたい市民４６人が集まり、
英会話オンリーのサロンは大好評だった。 
◆３月３０日＝昼休みに胡弓とチェロの響き――市民と交
流、サービスをかね、ＫＩＦＡとしても初めての試み
「ロビーコンサート」を市役所の１階ロビーで開催。
演奏者は胡弓が棚田貴佳子さん、チェロが大沢有希子
さん。「少年時代」「Ｇ線上のアリア」などの調べが流
れた。 

2005年度のあゆみ ２００５（平成１７）年４月 ２００６（平成１８）年３月 

市民夏まつりでのパフォーマンス ボウリングで青少年国際交流 韓国文化を紹介する李賢貞さん 

パックン・マックンの「鎌ケ谷でシャベラナイト」 



◆４月９日＝お花見バーベキューパーティ――外国人１９
人を含め６０人が食べて、飲んで、踊って、桜の木の下
で交流の花が咲く。 
◆５月２８日＝２００６年度総会開く、酒井哲郎新会長体制
が発足――２００２年から２期４年の任期を務めた岡本靖
子会長のあと、酒井哲郎氏が新会長に就任した。副会
長以下の新陣容は以下の通り。副会長、長南勇氏（留
任）、平田真裕美（新任）、会計、高橋修司、定本典
子の各氏（いずれも新任）、各部会長は引き続き、広
報委員長・林幸治、研修部会長・波多野勝夫、交流
部会長・鈴木浩の各氏 
◆５月２８日＝２００６年度語学講座開講式――英語Ａ、Ｂ、
中国語、ハングルの各受講生は計８４人。今年からスペ
イン語がなくなり、代わりに前年、半年だけ行われ好
評だったハングルが通年で開講。 
◆５月１０日～１６日＝ワカタネ成人派遣――姉妹都市との
文化交流、ホームステイに１４人が参加。 
◆５月２０日～７月２９日＝日本語ボランティア養成講座Ⅱ
――毎週土曜日、全１０回、４２人が受講。 
◆６月３日～１１月４日＝「子ども英会話」スマイリーキ
ッズ――小学生２０人２クラス、１５回講座。 
◆７月４日＝浴衣で七夕祭り――日本語教室に通う外国
人たちに、浴衣の着付けを指導、夏の宵を楽しむ。 
◆７月３０日＝青少年による青少年のための国際交流――
大学生、高校生らによる「ウォークラリー＆ランチパ
ーティ」。３７人参加 
◆８月２６日＝市民夏まつりで世界のキャンデー試食――
イベントの記録写真の展示。韓国、中国、トルコ、ベ
ルギーの珍しいキャンデーを提供し、試食。 
◆８月２７日＝４人の高校生がロングステイ報告会――７
月２７日から８月２４日まで、姉妹都市・ワカタネにホー
ムステイしてきた４人の高校生が体験を報告。 
◆９月２３日＝ワカタネから親善訪問団――コリン・ホー
ムズ市長夫妻はじめ、２０人の使節団が鎌ケ谷市に来訪、
歓迎パーティが行われた。その使節団の中に、ロン
グスティで通ったトライデント高校のポール先生が来
ており、４人の高校生らは感激の再会を果たした。 

◆１０月１日＝足利市へバスツアー――バス２台に、３０人
を超す外国人を含め市民ら総勢９８人が、日本最古の
総合大学といわれる「足利学校」史跡などバスツアー。 
◆１０月２９日＝講演会「日本の笑い・世界のユーモア」――
英語落語の師匠でマドンナの文京学院大学助教授の大
島希巳江さんによる文化講演。日本独自の笑いの源泉
「落語」を学び、世界に「日本の笑い」発信している
大島先生の体験談と英語落語「時そば」を聞く。 
◆１１月１２日＝ＫＩＦＡパーティ２００６――総勢２２５人が集
い、音楽と踊りと、話して食べて、外国人と交流。 
◆１２月１０日・２００７年２月１７日＝２回「英会話サロン」――
１２月１０日は参加者２５人で、テーマは「私の故郷」。２
月１７日は参加者３０人が、「自然・風習・地雷」につい
て英語だけの会話がはずんだ。 
◆２００７年１月３０日＝鎌ケ谷四中に外国人１０人派遣――
「日本の遊び、世界の遊び」で国際交流。中国３、ペ
ルー２、台湾２、ドイツ、オランダ、シンガポール各
１の１０人の外国人講師が「お国」を紹介する。 
◆２月４日＝２００６年度語学講座閉講式――１２人の皆勤
賞には記念品が贈られた。英語Ａ・Ｂ、中国語、ハン
グル、日本語のクラス仲間は歌やスピーチ、寸劇で表
現、研修の成果を披露した。５９人出席。 

◆２月２５日＝外国家庭料理講習会――フィリピンは小山
田ジェンマさんとそのお友だちによる、フィリピン風
の春巻き、野菜たっぷりのビーフンなど。ペルーはペ
ーニャ・フリオさん、カメコ・ロザリオさん夫妻によ
るセビチェ、コーサレモンなど、エスニックとラテン
の風味が効く家庭料理講習会となった。試食会では、
それぞれの国の紹介や食べものを紹介。４１人参加。 

2006年度のあゆみ ２００６（平成１８）年４月 ２００７（平成１９）年３月 

フィリピン料理の講師たち 英語実力確認で人気の英会話サロン 鎌ケ谷四中に１０人の外国人講師が集まった 

語学講座閉講式で成果発表するハングル講座の受講生たち 



◆４月８日＝日本語「日曜」教室スタート――在住外国
人の学習意欲に応え、新たに昼間の「日曜教室」が始
まった。初日のこの日、外国人の出席者は８人。５月
に入って、学習者は１１人に増えた。 

◆４月８日＝お花見バーベーキューパーティ――暖冬異
変の今年の桜。「花まつりの８日」天は絶好のお花見
日和を演出してくれた。一般市民、在住外国人ら５１
人（外国人１２人）が駆けつけ、国際交流の花が咲いた。 
◆５月２０日＝２００７年度総会――酒井哲郎会長はあいさ
つで「今年はＫＩＦＡ設立２０周年の年。記念式典、パ
ーティ、記念誌の発行などの準備を進めている。また、
鎌ケ谷市がワカタネとの姉妹都市提携１０周年にあたる。
１１月のワカタネでの式典にＫＩＦＡからも訪問団を
派遣する」旨を報告。会員の参加を要請した。交流
部会長に高坂忠雄氏が就任。 
◆５月２０日＝２００７年度語学講座開講式――英語Ａ、Ｂ、
中国語、ハングルの４講座、総数９３人。英語Ａで講
座内容を「初めての外国旅行」とテーマ設定した。 

◆６月２日＝「子ども英会話」スマイリーキッズ――２２
回講座スタート。昨年、１５回実施された「子ども英会
話」、受講者の父母からの強い希望で今年度は土曜日・
２２回の講座に。受講生２８人（１・２年生／３年生／４・
５年生の３クラス）の生徒に各５０分の授業。 

◆７月３日＝日本語教室の特別学習会「七夕まつり」――
参加者は、外国人２０人、ボランティアなど２４人。用
意された短冊にそれぞれ願い事を書いて笹に飾り、ボ
ランティアが持ち寄った浴衣の着付け、盆踊りを笑顔
で体験し、日本の伝統文化を楽しんだ。 
◆７月２２日＝アセアンをもっと知る会――新しい試み
として、鎌ケ谷在住のアセアン出身の人を招き、それ
ぞれの国について話をしてもらった。話してくれた人
は斉藤カルナさん（タイ）、トラン・バンロンさん（ベ
トナム）、小山田ジェンマさん（フィリピン）の３人。
参加者は４０人（会員２８人、非会員１２人）。珍しいお菓
子を食べつつ、遊びや年中行事についての質問タイム。
日本に来た事情や動機はそれぞれ違っていても、祖
国への想いは３人とも同じ。 

◆８月２６日＝ＫＩＦＡ第５回ロングスティ派遣報告会――
今年で第５回となった「ＫＩＦＡ２００７年度・青少年ワ
カタネ・ロングステイ」は、７月２７日から８月２３日ま
での４週間、姉妹都市ニュージーランドのワカタネに
滞在、ホームステイをしながらトライデント高校に通
った。公募で選ばれた４人（高校生・大学院生）と、今
年が始めてとなる鎌ケ谷高校の２人の交換留学生の６
人による報告会が開かれた。 
◆９月２日＝初秋のバスツアー「日光」――千葉から
一番近い世界遺産「日光東照宮」。１１カ国４７人の外国
人とともに計９５人が参加。ＫＩＦＡ設立２０周年記念
の年に当たり、目的地は外国人に人気の高い「日光東
照宮」。参加国はスリランカ、中国、ブラジル、バン
グラデシュ、ベトナム、オーストラリア、フィリピン、
シンガポール、韓国、インド、ニュージーランド。日
光山には１０時過ぎに到着した。日本を代表する名瀑・
華厳の滝が濃霧で見られなかったのが、残念だった。 
◆９月２日＝４回目となる「ＫＩＦＡ英会話サロン」――
「外国の文化・暮らしについて生の英語で会話したい
……」という市民３５人（会員２７人・非会員７人）が
参加。テーマは「環境・教育・ボランティア」。 

◆１１月２日～９日＝成人の「ワカタネ交流ツアー」――
酒井哲郎会長をはじめ６人。鎌ケ谷市長や市会議長が
出席する姉妹都市提携１０周年の記念行事に参加。ツ
アー一行はワカタネ滞在中、一般家庭にホームステイ
して現地の人々と姉妹都市の友好と友情を深めた。 
◆１１月１８日＝ＫＩＦＡパーティ２００７――設立２０周年記
念・ワカタネ姉妹都市提携１０周年記念の祝賀パーティ
開催。 

2007年度のあゆみ ２００７（平成１９）年４月 ２００７（平成１９）年１１月 

日光・湯滝をバックに 日本語日曜教室始まる ワカタネ・ロングステイ報告会 

新しい試み「アセアンをもっと知る会」 

交流部会この１０年、主な事業内容 



　鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ）全体を俯瞰する
形で、１９９８年から現在までの１０年間を振り返ってみる
ことにします。 
 
 国際社会の平和と繁栄に貢献 

 
《KIFAの基本方針について》 
　基本方針は１９８８年に制定され、その後、２回の一部
改正を経て、２００３年まで総会資料に掲載されていました。
そこには「人と人、心と心のふれあいによる国際交流
を推進することは、国際親善、国際理解へとつながり、
国際社会の平和と繁栄に貢献するものである」との基
本理念に基づき、ＫＩＦＡの設立目的を達成する上で、
基本となる活動方針が示されております。 
　当然、その精神は今でも生きていますし、今後も生
き続けるものと思います。ついては、今後とも私たち
が事業を展開するに当っての拠り所とするため、再確
認の意味で改めてその一部を掲載します。 
１）人と人の心のふれあいを基本とし、より多くの市
民が関心を持ち、だれでも参加できる楽しい協会と
するため、市民主体の活動を計画、実施します 
２）協会活動を通して得た貴重な体験や経験や資料を
もとに、より発展的な事業を展開します。 
３）ワカタネとの姉妹都市提携調印により、今後協会
としても積極的に交流を進めます。 
 
《会員加入の状況について》 
　１７頁の表から分るように、ＫＩＦＡの会員数の推移
は１９９８年から２００４年まで漸減傾向にありました。減少
した理由については、残念ながら明確には把握できて
おりません。２００５年以降はやや持ち直しています。 

《予算関係について》 
　この１０年間に、かなり大きな変化が見られます。一
言で言えば、財政的に苦しくなってきた、ということで
す。ＫＩＦＡの収入は事業からの収入、会員からの会費
収入及び鎌ケ谷市からの補助金です。 
　会費収入は会員の増減と密接な関連があります。した
がって２００４年までは漸減、以降は横ばいとなっており
ます。 
　市の補助金については２００１年に１００万円増加し、翌年
も同額でしたが、２００３年から市の経費抑制の一環で４０
万円減額となりました。さらに同年より補助枠の残額に
ついては、市に返還することとなり、これらの影響によ
り２００４年以降、繰越金が漸減し、次第に厳しい状況に
至っています。（注）２００７年度予算は、ＫＩＦＡ設立２０周
年事業の実施に伴いＫＩＦＡ基金の一部取崩しが行われる
ため、例年とは異なった収支となります。 
 
 効率的な組織づくり 

 
《組織･会議について》 
　組織については、大きな変化が１９９８年から９９年度に
かけてありました。それまでは４部会（広報・研修・交
流・派遣）だったものが、組織効率の面から派遣部会を
廃止し３部会になりました。そして派遣部会で行なわれ
ていた事業は内容を一部変更のうえ、実行委員会で実施
することになりました。 
　会議も同じ年に、ＫＩＦＡの日常的な運営を協議する
企画総務委員会が廃止され、現在のように執行部と正副
部会長の意見を広く集める運営委員会に変更されていま
す。それまでの「運営委員会・理事会」は現在の理事会
と同様の機能を果たしており、「理事会」に名称変更さ
れて今日に至っています。（Ｐ２８参照） 

執行部、この10年のあゆみ 

 
田澤進二郎、中村孝一 
田澤進二郎、菅原正巳 
田澤進二郎、菅原正巳 
茂野　昭、川井　彰 
西峰光男、藤本克代 
一色雅男、藤本克代 
一色雅男、小栗淑子 
高橋修司、定本典子 

秋山秀一 
秋山秀一 
岡本靖子、荒井茂行 
岡本靖子、竹内　明 
岡本靖子、竹内　明 
石関博康、小栗淑子 
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《歴代の執行部・三役》 



〈法人会員〉 
東葛食品㈱ 
茂野製麺㈱ 
新和設備㈱ 
㈲岡田産業 
皆川不動産㈲ 
㈱永井建設 
那須設計工務㈱ 
鎌ケ谷造園土木㈱ 
学校法人　一色学園 
㈱千葉銀行鎌ケ谷支店 
㈱鎌ケ谷梨ワインブランデー 
㈱アメリカンランゲージスクール鎌ケ谷校 

〈団体会員〉 
鎌ケ谷市商工会 
鎌ケ谷ライオンズクラブ 
鎌ケ谷青年会議所 
鎌ケ谷市自治会連合協議会 
鎌ケ谷市庭園業組合 
県立鎌ケ谷西高等学校 
鎌ケ谷市小中学校長会 
鎌ケ谷市体育協会 
鎌ケ谷市スカウト連絡協議会 
鎌ケ谷ロータリークラブ 

2007年度　KIFA法人会員・団体会員の紹介 

《実行委員会制度について》 
　実行委員会は初期には、ＫＩＦＡ全体としての取り
組みが必要とされる事業について、部会とは別に臨時
的に立ち上げられるものでした。その典型的な例が９７
年度の「ＫＩＦＡ設立１０周年記念実行委員会」です。９９
年度からは前述のように派遣部会廃止に伴い、海外派
遣事業（現在の成人派遣および青少年ロングステイ）
を実行委員会で実施するようになりました。 
　０１年度から市民夏まつりへの積極的参加のため「夏
祭り実行委員会」がスタートし、０６年度まで続きました。
しかし、実施効果が薄いとのことで０７年度には中止に
なりました。 
　０４年度には、それまで交流部会の担当であった「Ｋ
ＩＦＡパーティ」が、交流部会単独では負担が過大と
なり、また新鮮味を打ち出す趣旨から実行委員会に移
行されました。 
　本年度は、｢ＫＩＦＡ設立２０周年事業（パーティと講
演会、記念誌発行）」「青少年ロングステイ」「成人派遣」
の３つが立ち上げられています。実行委員会の性格も、
臨時的なものから常設的なものへと変化してきました。 
 
《ボランティア派遣などについて》 
　執行部扱いの事業は、多岐にわたっていますが、「外
国人ボランティア派遣」もその一つです。２００１年度から、
外国人ボランティアを交流や文化紹介の目的で派遣し、
市内の幼稚園から高校、市民行事まで要請があれば広
く応じています。 
　２００６年度実績では４件１４人を派遣しています。 
　一方、「日本語ボランティア学校派遣」もＫＩＦＡの
重要な事業の一つです。０３年度から外国人の児童生徒
を対象に、日本語ボランティア講師を小中学校に派遣
しています。２００６年度の実績では、合計７人の児童生
徒に対し、延べ８人の講師を派遣しました。 
 
　「通訳・翻訳ボランティア活動」では、日本語の不自
由な外国人をアシストするため各国語の通訳や翻訳に
あたっています。ＫＩＦＡにおけるこの活動の歴史は
古く、１９８９年度には通訳ボランティアの一般募集が開
始され、通訳ボランティア研修会も行われました。２００６
年度には、英語・中国語の通訳、英文･ハングルの和訳、
中国語･ハングル･スペイン語文作成などに延べ１４人が
参加しています。 

《他市の国際交流協会との連携、交流について》 
　ＫＩＦＡは１９９９年から東葛地区国際交流協会連絡協
議会に加盟しています。この協議会は現在、柏・我孫子・
流山・野田・鎌ケ谷の５市で構成され、年に３回ないし
４回の協議会や情報交換会を実施しています。幹事は持
ちまわり方式で、ＫＩＦＡは来年から幹事を務めること
になっています。その他の近隣協会とも散発的ではあり
ますが、交流を行なっています。（文責／副会長・長南勇） 

 １９８９ ５３２ ４８８　（３６５／１２３）  ４４ 
 １９９０ ５５９ ５２２　（４０６／１１６）  ３７ 
 １９９１ ５１９ ４８３　（４１８／６５）  ３６ 
 １９９２ ５２０ ４８７　（４３６／５１） ３ ３０ 
 １９９３ ５２４ ４８４　（４３６／４８） ６ ３４ 
 １９９４ ４９８ ４５８　（４１５／４３） ９ ３１ 
 １９９５ ４５５ ４１４　（３８４／３０） ９ ３２ 
 １９９６ ４２４ ３８４　（３６５／１９） １１ ２９ 
 １９９７ ４２５ ３７９　（３６６／１３） ９ ３７ 
 １９９８ ４３０ ３７８　（３６９／９） １８ ３４ 
 １９９９ ４３０ ３８１　（３７１／１０） １６ ３３ 
 ２０００ ３８７ ３４８　（３３８／１０） ８ ３１ 
 ２００１ ３６６ ３３０　（３１７／１３） ９ ２７ 
 ２００２ ３８５ ３４７　（３３６／１１） １０ ２８ 
 ２００３ ３３４ ２９７　（２８２／１５） １２ ２５ 
 ２００４ ２８８ ２５４　（２４７／７） １０ ２４ 
 ２００５ ２９７ ２６７　（２４８／１９） ８ ２２ 
 ２００６ ３１６ ２８８　（２６２／２６） ６ ２２ 
 ２００７ ３２２ ２９４　（２５７／３７） ６ ２２ 

《KIFA会員加入の状況》 
年度 会員総数 家族 法人･団体 個人（一般／学生･生徒） 

※２００７年度は７月１３日現在。 
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交流部会、この10年のあゆみ 

　交流部会は市民と外国人との交流の機会・場を提供
することによって、協会の目的に合致する国際交流の
成果を上げていこうと活動している部会です。 
　この１０年間に実施した事業の多くは、それ以前から
年間行事となっていたものですが、外国家庭料理講習
会と青少年国際交流はこの１０年間で生まれた新事業です。
また、市民夏まつりへの参加とＫＩＦＡパーティは２００４
年度からは部会単独での取り組みをやめ、運営委員会
の下に、実行委員会を結成してＫＩＦＡ全体で取り組
むようになりました。こうした事業の消長・推移は、
同一事業を長く続けることの難しさに加え、部会員の
減少というお家事情も影響しています。以下、各事業
別にこの１０年間を振り返ってみたいと思います。 
 
〈ＫＩＦＡパーティ〉 
●部会最大イベントとしてノウハウ蓄積 
　前述のように２００４年からはＫＩＦＡ全体で実行委員
会を組織して取り組むようになりましたが、それまで
は交流部会が年間の最大のイベントとして計画・実施
していたものです。 
　立食パーティを中心とし、パーティ会場の一部に、
各国の展示ブースとＫＩＦＡの活動状況の展示コーナ
ーを設け、ステージあるいはフロアでは音楽演奏や踊り、
その他のパフォーマンスを楽しんでいただくという形
式を基本としました。賑やかな交流の場であり、ＫＩ
ＦＡの秋祭りともいえるものです。 
　多彩な内容であるため、準備にも当日の運営にも沢
山のスタッフが必要となります。部会長を中心に部会
員全員が分担して取り組み、交流部会はＫＩＦＡパー
ティを成功させるために常設されている組織なのだと
いうぐらいの意識でした。実際、常設組織であるがゆ
えの大きな利点として、実施結果の反省がその時だけ
に終わらずに次回に確実に反映され、ノウハウが蓄積
されていきました。準備も効率よく進むようになって
いましたので、部会員が次第に減少しても続けること
が出来たのですが、とうとう当日要員にも不足する状
況になってきて、他部会の手も借りないと実行不可能
となり、実行委員会に委ねることになりました。 
　また、この時期に合わせて、パーティでの飲食問題
が議論となりました。どこの国でも親しい付き合いは
飲食を共にすることが重要な要素です。また適度のア
ルコール飲料は胸襟を開かせてくれます。初めての出
会いも多いＫＩＦＡパーティでは、コミュニケーション・
ツールとしても飲食を基本におくのが良いというのが
交流部会の考えでした。これに対して、市の公共の施
設内での飲食、特にアルコール飲料は良くないとする

考えがあり、社会的状況の推移も考慮し、実行委員会に
移ってからはこちらの考えで実行されています。 
 
〈バスツアー〉 
●日本の文化、歴史遺産を外国人と見聞 
　交流部会にとってＫＩＦＡパーティに次ぐ大きな事業
です。外国人に見聞してほしい特徴のある場所を選定し、
市民と一緒に日帰りバス旅行を楽しんでいただくと共に、
相互に交流を深めてほしいというのが、この事業の狙い
です。従って現地の見聞だけでなく、車中でも楽しいゲ
ームなどを通して、盛り上がっていただいて、気持の交流
　 

１９８８年＊藤谷　淳子　　　１９９８年＊石関　博康 
１９９１年＊佐々木　翠　　　２０００年＊荻　　　裕 
１９９２年＊竹内　　明　　　２００２年＊根岸　孝子 
１９９５年＊石関　澄子　　　２００４年＊鈴木　　浩 
１９９７年＊冨澤　一隆　　　２００７年＊高坂　忠雄 

《歴代の交流部会長》 
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◆ＫＩＦＡパーティ（　）内は外国人参加者数＝以下同 
１９９８〈第１１回〉＝２７０人（８３） ２００３〈第１６回〉＝２０５人（４９） 
１９９９〈第１２回〉＝３４８人（１１４） ２００４〈第１７回〉＝２５０人（３５） 
２０００〈第１３回〉＝２６６人（８６） ２００５〈第１８回〉＝２１４人（３０） 
２００１〈第１４回〉＝３２１人（８０） ２００６〈第１９回〉＝２２５人（３４） 
２００２〈第１５回〉＝２６０人（６３） 
＊２００４年から、運営主体が実行委員会に移管。 

◆バスツアー 
１９９８・５・２４＝５３人（２４）笠間・益子・水戸 
１９９９・５・２３＝５４人（２４）南房総・海ほたる 
２０００・５・２８＝８８人（１６）牛久シャトー・筑波山 
２００１・６・１０＝９２人（３０）河口湖・勝沼ワイナリー 
２００２・７・１４＝９０人（２５）茨城・偕楽園・西山荘・大洗 
２００３・７・６＝４５人（１４）古都鎌倉 
２００４・９・２６＝８６人（２２）箱根 
２００５・９・２５＝４３人（１６）千葉・佐原の街並み 
２００６・１０・１＝９８人（３０）栃木・足利学校・ばんな寺 
２００７・９・２＝９５人（４７）世界遺産日光社寺・戦場ヶ原 

交流部会この１０年、主な事業内容 交流部会この１０年、主な事業内容 
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◆国別交流会 
１９９８・６・７＝２５人　ブラジルを聞こう 
１９９８・１０・１８＝４５人　ＫＯＲＥＡを聞こう 
１９９９・２・２１＝３０人　フィリピンを聞こう 
１９９９・１２・１２＝５２人　フィリピンと話そう 
２０００・１２・３＝９３人　中国を聞こう　中国を話そう 
２００１・１２・２＝５５人　タイＤＡＹ 
２００３・２・２＝４０人　スリランカＤＡＹ 
２００７・７・２２＝４０人　アセアンを知る会（タイ、フィリピ 
 ン、ベトナム） 

◆バーベキュー＆お花見 
１９９８・７・１９＝５０人　（１７）市民の森 
１９９９・７・１８＝１０４人（３４）市民の森 
２０００・７・１６＝１２２人　（４９）市民の森 
２００１・９・１６＝７０人　市民の森 
２００２・９・２９＝７５人　市民の森 
２００３・４・６＝６０人　貝柄山公園 
２００４・４・４＝４１人　貝柄山公園 
２００５・４・３＝５２人　貝柄山公園 

２００６・４・９＝６０人（１９）貝柄山公園 
２００７・４・８＝５１人（１２）貝柄山公園 

◆青少年国際交流 
２００３・２・１＝６０人、ＫＩＦＡ初の青少年国際交流パーティ 
２００４・６・２７＝２６人、ハイキング　千葉・養老渓谷 
２００５・６・１９＝２７人、ボウリング＆ランチパーティ 
２００７・６・３０＝３７人、ウォークラリー＆バーベキュー 

◆外国家庭料理講習会（会場は南部公民館） 
１９９８・２・１５＝３５人　ドイツ、バングラデッシュ 
２０００・１・３０＝４１人　ニュージーランド、ロシア、日本 
２００１・１・２８＝４４人　タイ、スペイン、バングラデシュ 
２００２・１・２７＝５３人　スリランカ、インドネシア、カナダ、 
　　　　　　　　　　　韓国 
２００３・１・２６＝４７人　ドイツ、英国、メキシコ、日本 
２００４・１・２５＝４０人　イタリア、中国 
２００４・１１・１４＝４１人　メキシコ、中国 
２００６・１・２９＝２３人　タイ、スウェーデン 
２００７・２・２５＝４１人　ペルー、フィリピン 

を図りたいと、この面でも準備をします。 
　もちろん、ツアーが安全に無理なく行えるため、担当
グループによる下見は欠かせません。こうしたしっかり
した準備に支えられ、この事業も人気が高く、初めはバ
ス１台だけでしたが、間もなく２台で実施するようにな
りました。ＫＩＦＡ新会員の獲得の機会にもなっています。 
 
〈国別交流会〉 
●出身国の外国人を囲み、異文化を学ぶ 
　特定の国を選定して、レクチャーやその国の出身者を
かこんでの質疑応答を通して、その国の地理・歴史・文
化などを学びながら交流を図ろうという企画です。鎌ケ
谷市在住の外国人の状況（人数、連絡・対応力など）に
左右されるため、成果も楽しさもまちまちでしたが８回
程度実施することが出来ました。 
 
〈外国家庭料理講習会〉 
●外国人講師による「お国の味」紹介 
　食文化はお国ぶりを表す最も基本的な文化です。食材
にも調理法にも味付けにも、その国ならでは特徴があっ
て楽しく勉強になります。こうした意味で、この事業は
市民を対象とし、外国の講師にその国のポピュラーな家
庭料理を教わると共に、これを味わいながら、講師のコ
メントや質疑応答を中心に、ときには音楽を添えて、そ

の国のことを知る楽しい企画です。調理実習という形式
のため３２人程度を限度とし、調理後の試食パーティには
関係者も加わる形で運営してきました。 
 
〈バーベキュー・パーティ（お花見）〉 
●野外パーティと日本の伝統行事で歓談 
　バスツアーを５月に実施していた時代、夏の事業とし
て企画したのが、市民の森キャンプ場を利用してのバー
ベキュー・パーティでした。バンド演奏やダンスも加え
て楽しんでいただき、１００人を越える参加者がありまし
たが、バスツアーが準備や費用の関係で夏にずれること
になった関係で、バーベキューを日本文化の一つである
お花見と合わせて行うこととしました。しかし、開花予
想の難しさや、年度替りの時期に重なるなどの問題があり、
見直しが必要でしょう。 
 
〈青少年国際交流〉 
●ヤング会員拡充への試行錯誤 
　部会発足以来、意欲的に生き生きと活動してきたメン
バーも次第に高齢化するなか、若手の部会員を増やさな
ければＫＩＦＡの将来はないという部会のディスカッシ
ョンから生れた事業です。青少年を対象とする交流事業
を行って、その参加者から若い部会員を増やしていこう
という狙いでした。ごく僅かな若手部会員を中心に中高
年メンバーがサポートして、何度か試みましたが部会員
獲得という成果には結びつかず、試行錯誤に終わってい
ると言わざるを得ません。（文責／交流部会・吉川重清） 
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研修部会、この10年のあゆみ 

　研修部会は設立以来、鎌ケ谷市民を対象に外国語学
習講座の開設と文化講演会・イベントの開催を主体事
業としてきました。これらの事業を通じて市民の国際
交流活動への理解と参加を呼びかけております。この
機会に簡単に当部会の１０年間の動きを整理してみます。 
 
１．外国語講座 
（１）講座内容の変化 
　外国語講座は市民に可能な限り安い料金で質の高い
外国語会話学習をしていただくことを第一に考えてス
タートしました。 

　英語会話を主体に、要望の多い中国語、スペイン語、
ハングルなどでカリキュラムを編成してきています。 
１９９８年から２００２年までは英語３講座（入門クラス・昼・
夜２講座および中級クラス１講座）、中国語入門、スペ
イン語入門の５講座と６０歳以上を対象とした短期コー
スの「フレンドリー英会話」や「フレンドリー中国語」
を実施。このうち「フレンドリー」講座は年間１０日コ
ース、他の講座は年間３０日コースで行っております。 
　小学生対象の英会話講座開設の要望が多くよせられる
ようになり、２００２年からは「キッズ英会話」講座をス
タートさせました。この「キッズ英会話」も年間５回か
ら始め、毎年その回数を増やし２００６年には年間２２回開
催と成人コースと同等の長期講座になっております。 
（２）講座の会場 
　教室としては市内公民館、コミュニティセンターを使
用してきました。このため会場使用料が安くでき、受講
者にとって利用しやすい受講料の講座が実現できており
ます。教室会場の確保につきましては、鎌ケ谷市のご理
解とご協力をいただいております。 
（３）講師 
　講師はネイティブスピーカーで市内在住の方を起用す
る基本方針でおりますが、講師対象者の不足から鎌ケ谷
市のＡＬＴ（小中学校の英語補助教員）の活用および、
市内英語学校からの講師派遣も加えております。 
（４）講座編成上の問題点 
　長年これらの講座を通じて語学を学習している市民か
らは中級、上級のコースの開設を望む声もあるのですが、
会場確保、講師の選定等限られた条件の中での実現は難
しく今後の検討課題となっております。 
（５）英会話サロンの開設 
　英会話上級者、中級者の要望に応える一つの試みとし
　 

１９８８年＊岡本　靖子　　　１９９６年＊藤本　克代 
１９９２年＊佐藤　　肇　　　２０００年＊渡部　恭子 
１９９４年＊富田　照子　　　２００２年＊藤井　明恵 
１９９５年＊村田　源吉　　　２００４年＊波多野勝夫 

【英語】English 
◆１９８８年に３講座で開講し、９０～９４年には５講座まで増
えました。９６～２００２年の７年間は３講座体制が続き、２
００３年からは２講座となり、現在に至っています。また、
２００２年に５回の短期でスタートした子ども英会話「スマ
イリーキッズ」は０６年から年２２回に成長しています。 
☆ジョン・ウィリアム☆ジャネット平野☆木村エリザ
ベス☆大友スーザン☆スティーブ・バーグ☆エモリー・
クレスタ☆興津圭子☆佐藤肇☆坂田佳枝☆ロバート・
メイスン☆ゲイール小川☆増田千佳☆美谷ロビン☆ハ
イディ・バーグラフ☆ササニエル・ロブソン☆キャッ
シー・オーマン☆エアレン・ゴールドウォーター☆ロ
ドニー･ゴンサルベス☆ロイスン・マギル☆ライアン･
マッキノン☆キャサリン・ビッグス☆ジェシー・ナイ
カネン☆アリシア・ブランド☆Ｄ・ヘネベリー☆Ｊ・チ
ェネリー 

【中国語】Chinese 
◆英語とともにＫＩＦＡ設立当初から講座があります。１９
８９年の３講座が最多ですが、年によって変動があり、現
在のように１講座になったのは９４年からです。 
☆船山貞五郎☆李耀☆金子夏美☆楊潔☆王麗潔☆馬杏
元☆李恵敬☆許艶☆范暁耘 

【スペイン語】Spanish 
◆１９９２年に１０回の短期講座を経て、９４年から通年の講座
に加わりました。それから２００５年まで１２年間開講。 
☆アコスタゆかり☆クリスティーナ・ロペス☆ペーニ
ャ・フリオ☆ラウル山田☆パトリシア岡田 

【ハングル】Ｋｏｒｅａｎ 
◆韓流ブームで市民からの要望強く、２００５年からスタート
しました。☆李賢貞　　　　（☆太字の講師名は現役講師） 

《歴代の研修部会長》 

KIFA設立から現在までの 
《外国語研修講座と講師陣》 

語学講座開講式 キッズ英会話 好評の英会話サロン 語学講座閉講式 
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て、２００６年より「英会話サロン」を開設しました。３０人
を３グループに分け、外国人ゲストを交え、お茶を飲
みながら気楽に英会話を楽しもうという趣旨の催しです。
　この「サロン」は好評で、当初年１回開催でしたが、
２０００年は２回開催となり、今後さらに回数を増やして
ほしいとの要望が多く寄せられています。 
　グループに分かれてのフリートーキングに先立って、
外国人ゲストの英語による５分間スピーチも行われます。
自分の英語力（ヒアリング力やスピーチ力）を知りた
い人は、この「英会話サロン」に参加されることをお
勧めします。 
 
２．文化講演会など 
　外国の気候・風土、生活習慣、諸制度および芸術・
芸能を知ることは、国際理解のために必要です。研修
部では毎年その年にふさわしいタイムリーな企画を講
演会または「外国文化に親しむ会」の形で実施してき
ました。 
（１）講演会 
　今までお招きした講演者は多彩で第一線で活躍する
作家、ニュースキャスター、大学教授、外交官、芸能
人等がおり、その実施内容は文化講演会、コンサート、

トークショー、民族芸能や外国映画の鑑賞会などです。 
２００５年に行ったＮＨＫテレビで人気の「パックン・マ
ックンの英語教室」は若い市民に好評でした。 
　また、２００６年には文京学院大学助教授大島希巳江氏に
よる講演と英語落語「日本の笑い・世界のユーモア」を開
催し、講師の海外での落語講演に対する反応についての
経験談と落語家はだしの高座に会場は笑いの連続でした。 
　これらの講演会は今まですべて無料で市民に提供して
きております。 
（２）外国文化に親しむ会 
　この催しは、外国人をお招きして、その国の文化や生
活習慣、芸能などについて知ることを目的としておりま
す。その形式は内容によって、ある時はゲストとの討論
会であったり、コンサートであったり、芸術鑑賞会であ
ったりで、その都度形を変えて行っております。 
　最近では日本在住の京劇役者の第一人者張紹成氏の講
演と実演「京劇へのいざない」が２００３年と２００４年の２
回にわたり行われ、鎌ケ谷市民の中に多くの京劇ファン
を生み出しました。 
　研修部会では、国際交流活動を通じ市民の間に国際理
解の輪を広げるための努力を、今後も続けてまいります。 

（文責／研修部会長・波多野勝夫） 

１９９８年２月７日＊講演会「私が歩いた世界と日本」作家･辺見庸 
１９９９年２月６日＊講演会「東は東、西は西」ニュースキャスター・若林正人 
　　　９月１８日＊講演会「ボランティアとしての通訳ＡＢＣ」北島克巳 
２０００年１月２３日＊コンサート「アジアを歌う」ソプラノ歌手・奥山由美 
　　　５月２１日＊講演会「世界のトイレ事情と日本」西岡秀雄 
２００１年２月１８日＊「落語のＡＢＣ」桂む雀、桂あさ吉 
　　　５月２７日＊「ハワイアン・コンサート」ワイキキ・ドリーマーズ（語学講座開講式） 
 １０月２１日＊外国語に親しむ会／テーマ「母国の教育の話」 
 １２月９日＊講演会「日本の常識・世界の非常識」元国連大使・波多野敬雄 
２００２年２月３月＊講演会「国際社会における日本文化」宮本信生（元チェコ大使） 
　　　　　　　　＆「フルートコンサート」女優・神崎愛 
 １０月２０日＊外国文化に親しむ会「モンゴルの馬頭琴と古筝」頼玉龍、タラー 
 １２月８日＊講演会「ロシア人に学ぶ小咄の作り方」エッセイスト・米原万里 
２００３年６月２２日＊外国文化に親しむ会「京劇へのいざない」張紹成 
 １２月７日＊映画鑑賞会「宋家の三姉妹」 
２００４年６月２０日＊外国文化に親しむ会「京劇へのいざないⅡ」張紹成 
 １０月３１日＊外国文化に親しむ会「インドネシアの音楽とお話」 
２００５年９月４日＊トークショー「パックン・マックンの英語教室」 
 １１月５日＊外国文化に親しむ会「韓国の生活文化を知る」李賢貞 
２００６年２月２６日＊英会話サロン／テーマ「身近な暮らし」 
 １０月２９日＊講演と英語落語「日本の笑い・世界のユーモア」大島希巳江 
 １２月１０日＊英会話サロン／テーマ「私の故郷」 
２００７年２月１７日＊英会話サロン／テーマ「自然・風習・地雷」 
　　　９月２日＊英会話サロン／テーマ「環境・教育・ボランティア」 

《文化講演会･イベント･会話サロン》 《文化講演会･イベント･会話サロン》 
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「落語のＡＢＣ」桂む雀と桂あさ吉 



日本語教室のボランティア活動 
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１．日本語教室の成り立ち 
　ＫＩＦＡ日本語教室は、１９９２年鎌ケ谷市中央公民館
で行われた「外国人のための日本語講座」を引き継い
でスタートし、１９９４年にボランティアだけの教室（当時、
年３０回）となりました。組織的には研修部会に属し、
以来、同公民館で、毎週火曜日の夜７時半から９時ま
での活動を継続しています。 
　今年度からは学習者の強い要望に応えて、日曜日の
教室を朝１０時半から１２時まで開設しました。これまで
学習者として教室を訪れた外国人の数は、延べ４００人を
上回り、その国籍は３０カ国を超えました。 
 
２．近隣他市とのつながり 
　１９９８年に近隣他市の日本語教室に呼びかけて、東葛
地区日本語ボランティア・ネットワーク会議を立ち上
げました。指導方法や問題点の情報交換のほか、研修
会への相互参加などによってレベルアップを図ると共
に親睦も深めています。 
 
３．現在の教室 
　現在は５０人ほどの外国人が学習者として登録してい

ます。火曜日はレベル別に１０グループ、日曜日は５グ
ループに分かれ、「みんなの日本語」をテキストとして、
日本語で日本語の勉強をしています。外国人学習者の熱
い学習意欲に応えるために、２１人のボランティアが一
丸となって教室を支えています。 
　ボランティアの仕事は、外国人に日本語を教えるだけ
に留まりません。専門講師を招いて日本語ボランティア
養成講座やレベルアップ研修会の開催、日本の文化や習
慣を実際に体験する特別学習会、バスや電車を使っての
校外学習会など、様々な活動をしています。たいへんな
仕事ですが、得られる喜びは大きく、とてもやりがいが
あります。 
 
４．これからの教室 
　ＫＩＦＡ日本語教室は、外国人のために自分たちので
きることで何か役に立つことをやりたい、というボラン
ティアの熱意によって今まで維持されてきました。そし
て、着実に地域の外国人たちにその存在が知られてきて
いるようです。 
　これからも同じ地域に住む外国人のために、隣人とし
て私たちの出来ることを模索しながら、より良い教室作

りを目指していきたいと思っています。ボランテ
ィアにご興味のある方は、ぜひＫＩＦＡ事務局ま
でご連絡ください。 

（文責／日本語教室代表・緒方堅吉） 

日本語教室で勉強したい外国人のために 

ＫＩＦＡ・日本語教室 
□場　所・鎌ケ谷市中央公民館（新京成線初富駅そば） 

□時　間・火曜教室（毎週火曜日）19：30～21：00 

　　　　　日曜教室（第2，4日曜日）10：30～12：00 

□受講料・ＫＩＦＡ会員（火曜教室）1年40回・1000円 

　　　　　ＫＩＦＡ会員（日曜教室）1年20回・500円 

　　　　　非会員は1ターム10回・1000円 

□連絡先・鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ）事務局 

□TEL047－445－1141（内550）平日9時～16時まで受付 

 １９９７ 小栗淑子、上中範子 

 １９９８ 渡部恭子、藤本貞子、小栗淑子 

 １９９９ 広田路恵、徳田葉子、渡部恭子 

 ２０００ 遠藤尚子、三好玲子、小栗淑子 

 ２００１ 藤本貞子、松岡昭男 

 ２００２ 青木佳子、舘岡理香、藤本貞子 

 ２００３ 松岡昭男、遠藤勝夫 

 ２００４ 小栗淑子、安達政美 

 ２００５ 遠藤尚子、大森佳子 

 ２００６ 遠藤尚子、坂上久仁子 

 ２００７ 緒方堅吉、宇佐見英男、坂上久仁子 

ＫＩＦＡ日本語教室のあゆみ 

※ＫＩＦＡ主催による「日本語ボランティア養成講座」は１９９４年にスタート。
その後、１９９７、２００２、２００５年に同講座Ⅰ、１９９８、２００３、２００６年に同講
座Ⅱが開催され、松本明子（全講座）、品川雅子（３回）、川端芳子（１回）
の各先生が指導にあたりました。 

年 校外学習会 レベルアップ研修会講師 代表（担当）者 

  広瀬万里子、松本明子 

 日光 品川雅子、松本明子 

 箱根 高柳和子 

 富士５合目 鶴尾能子（２回） 

 養老渓谷 川端芳子 

 野田・関宿 鶴尾能子 

 房総・成田 鶴尾能子 

 伊豆 鶴尾能子、河野俊之 

 浅草 松本明子（３回） 

 渋谷 北村弘明、松本明子 

  品川雅子 

日本語教室ボランティア 
青木佳子、安達政美、石川優子、井上直美、
宇佐見英男、遠藤尚子、大森佳子、緒方
堅吉、海津百合子、坂上久仁子、白木浩子、
鷹野悦子、内藤桂子、中橋直子、橋田弘子、
藤本克代、藤本貞子、村岡輝政、村田源吉、
吉田憲一 



ワカタネ定期派遣交流 

１９９８ ５・２５～６・１ 中国研修の旅（天津、上海）・派遣部会 
  員２２人参加 
 ８・２２～８・２９ 市内中学生選抜・姉妹都市ニュージー 
  ランド・ワカタネ派遣（＊） 
 ９・２６～９・３０ ワカタネ・トライデント高校生１０人来 
  鎌して、ホームステイ 
２０００ ２・５～２・１３ ワカタネへ３０人の市民派遣団 
 　　　４・４ ワカタネから市民１８人の訪問団。 
  ウェルカムパーティ１３０人参加 
 ８・２０～８・２７ 市内中学生ワカタネ派遣（＊） 
２００１ ４・７～４・１７ ワカタネの高校生をホームステイに迎 
  える 
 ８・２２～８・２９ ワカタネ成人派遣（１３人） 
２００２ ７・１９～８・１４ 青少年ワカタネ・ロングステイ派遣 
  （大学生２、高校生５人） 
２００３ ４・１０～４・２０ ワカタネ・トライデント高校生１６人来 

  鎌。ホストファミリー宅でホームステイ 
  ４月１８日の歓迎会に市民１３０人参加。 
 ６・３０～７・７ ワカタネ成人派遣（６人）。姉妹都市 
  提携５周年記念の庭園竣工式に参加。 
２００５ ７・２８～８・２４ 青少年ワカタネ・ロングステイ派遣 
  （大学生１、高校生8人） 
２００６ ５・１０～５・１６ ワカタネ成人派遣（１４人） 
 ７・２８～８・２４ 青少年ワカタネ・ロングステイ派遣 
  （高校生４人） 
 　　　９・２３ ワカタネから市長夫婦はじめ20人来鎌 
２００７ ７・２７～８・２３ 青少年ワカタネ・ロングステイ派遣 
  大学院生１、高校生５人 
 ９・２０～９・２６ ワカタネ・トライデント高校生１９人来 
  鎌、ホームステイ 
 １１・２～１１・９ ワカタネ成人派遣（６人）。 
  姉妹都市提携１０周年記念行事に参加 

☆市の姉妹都市交流委員会に協力 
　鎌ケ谷市国際交流協会では、鎌ケ谷市・ニュージー
ランドワカタネの姉妹都市関係を姉妹都市交流委員会
のメンバーとしてサポートするとともに、ワカタネへ
隔年の成人派遣、毎年夏休みの青少年ロングステイ派
遣を行っています。 
　成人派遣は単なる海外旅行ではなく、ニュージーラ
ンドと日本、相互の文化紹介やワカタネの一般家庭で
のホームステイを取り入れたものとなっています。中
高年の海外ロングステイなどが話題になっておりますが、
成人派遣でのホームステイ体験は、観光だけでなく現
地の方々と交流が味わえる絶好の機会となっています。 
　今秋は鎌ケ谷市・ワカタネ姉妹都市提携１０周年記念
式典も日程に組み込まれ、６人の成人派遣者が市長一
行と共に式典に参加しました。 
 
☆初の試み、鎌ケ谷高校と交換留学が実現 
　夏休みに行われる青少年ロングステイ派遣は、主に
高校生以上の学生を対象に、約１カ月間ワカタネにホ
ームステイをしながら、現地の高校に通う事業です。２０
０２年から２００７年までに２９人の学生を派遣しております。
派遣者は毎年ワカタネでの素晴らしい体験を通して、
若き親善大使としての役割を立派に果たしています。 

　さらに今年は初めての試みとして、県立鎌ケ谷高校と
トライデントハイスクールの生徒の交換留学を行ってお
ります。トライデント高校の申し出を受けて、当協会が
鎌ケ谷高校にご協力をお願いして実現しました。夏休み
を利用して、鎌ケ谷高校の二人の生徒がワカタネでホー
ムステイをしながら学校生活を送り、９月から約３カ月
の予定で、トライデントハイスクールの留学生がホーム
ステイをしながら、鎌ケ谷高校に通学しています。 
　９月にはワカタネから同校の高校生１９人が鎌ケ谷に
一週間滞在し、鎌ケ谷高校と交流の機会をもちました。
この交換留学は、これまで当協会が行ってきた市民レベ
ルでの国際交流が基盤となって実現できたものと確信し
ております。学生は自分達に関わってくれた人々に対す
る尊敬と感謝の気持ちをしっかりと根付かせています。 
 
☆多文化共生・青少年育成に努力 
　近年、多文化共生・国際化、英語教育などが叫ばれる
なかで、当協会がこれらの事業を行うことは今後ますま
す重要となっていくと考えられます。設立２０周年を迎え、
市民、会員の皆様にこれまで以上に成人派遣、青少年ロ
ングステイ派遣にご協力、ご参加をいただき、当協会が
鎌ケ谷市の多文化共生、青少年の育成にも寄与できるよう
一層努力していく考えです。（文責／副会長・平田真裕美） 

《派遣部会 １９９９年度から廃部》 
部会長・１９８８ 荒井茂行／１９９２ 石川優子
／１９９４ 佐久間真由美／１９９７ 佐藤キク 
※１９８８年、高校生･大学生などの第１回青
少年派遣から１９９７年まで、主としてニ
ュージーランド･ワカタネとの派遣、交
流事業を計画、実施した。１９９８年に規
約改正にともない廃部になり、この役割
は実行委員会に引き継がれた。 

この10年・主な海外派遣交流日誌 この10年・主な海外派遣交流日誌 （＊）は、鎌ケ谷市主催の企画であり、 
ＫＩＦＡは姉妹都市交流委員会に参加。 
（＊）は、鎌ケ谷市主催の企画であり、 
ＫＩＦＡは姉妹都市交流委員会に参加。 



☆４月１８日：鎌ケ谷市国際交流協会（ＫＩＦＡ）発足。 
　設立総会を開き、協会を設立（写真�）。 
☆５月１５日：会員募集スタート。会費・一般１０００円、
学生５００円、法人・団体１万円以上。 
☆７月２３日：臨時総会。会長・佐々木武二郎氏、副会長・
秋山秀一氏。発足記念講演会「民間交流のすすめ」
講師・橋本た寿奈さん（成田ユネスコ協会）。 

☆８月６日：青少年（５人）および青少年指導者（２人）
をヨーロッパ、アメリカ、カナダ派遣（３１日まで）。 

☆９月３日：語学研修講座開講。英語会話３講座、中国
語会話２講座、受講生１４９人。 
☆１０月１４日：現在会員数３７５人。 
☆１０月１５日：「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」創刊号発行。Ａ４・８ペー
ジ、２０００部。（１９９０年度から年４回発行） 

☆１２月１１日：忘年会（ＫＩＦＡパーティの前身）。市内在
住外国人・留学生３８人を交え、約１２０人。 

☆１９８９年２月１２日：国際交流講演会「思考と習慣の地
域差」講師・西丸震哉氏。１７０人参加。 
☆３月５日：世界の文化交流第１回「ヨルダン料理講
習会」３４人。講師・サミエル・アブエイタさん。 

１９８８（昭和６３）年度 

初代会長に佐々木武二郎氏 

☆４月２１日：１９９０年度総会。運営委員会などの導入に
つき協会規約を改正する。 
☆４月２１日：国際交流講演会「ユニークな日本人」講師・
グレゴリー・クラーク氏（上智大学教授）。１２２人。 
☆５月２０日：世界の文化交流第４回「スコットランドの
お昼どき」講師・ハリエット・グラントさん、３０人（写
真�）。 

☆５月２７日：通訳ボランティア登録者研修会（登録者
２２人、うち英語が１６人）。 
☆７月２１日：第１回国際交流協会姉妹都市調査プロジェ
クト。チームメンバー１５人。 
☆７月２４日：鎌ケ谷市市制施行２０周年記念事業「ワー
ルドフェアー＆バザール」部会、１４人で発足。 
☆７月２５日：海外派遣者（青少年７人、リーダー１人）出
発。８月１１日の帰国まで、アメリカ・カリフォルニア
　 

１９９０（平成２）年度 

規約改正し運営委員会導入 

☆４月２７日：語学研修講座開講。英語会話２講座、中国
語会話１講座、受講生４７人。 
☆４月１５日：通訳ボランティア一般募集開始。 
☆４月２２日：１９８９年度総会。 
☆５月１日：ホームステイ・ホームビジット受け入れ家
庭募集開始。 
☆６月２５日：アメリカ人高校生１８人、ホームステイ（写

真�）受け入れ（２９日まで）。ホストファミリー１７家族。 
☆７月１３日：デンマーク少女合唱団２１人、ホームステイ
受け入れ（１５日まで）。 
☆７月３０日：青少年海外派遣（８月１６日まで）。アメリ
カ・カリフォルニア州（青少年７人、リーダー１人）。 

☆９月２日：通訳ボランティア第１回研修会（１０人）。 
☆９月９日：語学講座開講式。国際交流講演会「日本
の国際化と食文化」講師・バーバラ寺岡さん。 
☆９月１６日：４部会（広報、派遣、交流、研修部会）合
同研修会と海外派遣者帰国報告会。 
☆１０月８日：世界の文化交流第２回「メキシコのお昼ど
き」講師・木村エリザベスさん。（３５人） 
☆１１月２３日：第２回ＫＩＦＡパーティ。１３カ国４５人の外国
人を含め、約１６０人が参加。 
☆１９９０年２月２５日：世界の文化交流第３回「韓国のお昼
どき」講師・朴恵鮮さん。（３６人） 

☆３月１１日：１９８９年度語学講座閉講式。 

１９８９（昭和６４・平成元）年度 

通訳ボランティア一般募集 

１９８８（昭和６３）年４月 KIFA発足１９８８年から 



１９９３（平成５）年５月 １0年間のあゆみ 

　州にホームステイ。（９月３０日：帰国報告会） 
☆８月１７日：１９９０年度語学研修講座受講生募集締め切り。
応募者２６４人（会員７４人）のうち、抽選で受講生１８０
人を決定。９月９日：合同開講式。 
☆８月２５日：市民夏まつりフリーバザールに参加。新規
会員１７人加入、ＫＩＦＡロゴ入りＴシャツ５３着発売。 
☆９月１６日：世界の文化交流第５回「スペインへの誘い」
講師・関哲行氏（流通経済大学助教授）。４５人参加。 
☆１１月２５日：第３回ＫＩＦＡパーティ「ハートで語りあおう」
をテーマに開催。１２カ国約５０人の外国人を含め１７０
人が参加。 

１９９１（平成３）年度 

市制20周年記念フェアに参加 

１９９２（平成４）年度 

初の青少年ホームステイ派遣 

☆５月１５日：語学研修講座開講（写真�）。応募者２５５人
のうち受講生２１３人（会員１４０人、一般７３人）決定。
講座内訳・英語会話５講座（初級２、中級２、上級１）、
中国語会話（初級１、中級１）、英語スポット講座（フ
リートーキング１）、スペイン語スポット講座（初級１）、
日本語スポット講座（初級１）。 
☆５月１６日：１９９２年度総会。会長に佐々木武二郎氏（再
任）、副会長に秋山秀一氏（同）、岡本靖子氏（新任）
を選出。ジョイントコンサート・（歌）瀬川千里、赤
坂忍（ピアノ）川中順子、星野静子。１１１人。 

☆６月２８日：世界の文化交流第７回「本場中国の味をご
家庭で」講師・呉祥勇氏。３３人。 
☆７月１６日：ユートレック国際交流センターを通してカ
ナダの高校生のホームステイ受け入れ（４世帯）。 
☆７月２３日：新設の企画総務委員会、第１回会合。 
☆７月２９日：初のニュージーランド派遣。青少年７人、
派遣リーダー１人、８月１２日まで１５日間、タウランガ
市周辺にホームステイ。 
☆８月２２日：夏まつり参加。 
☆１１月７日：４部会合同交流会開催。各部会活動報告と
各部会員紹介、懇親。 
☆１２月６日：第５回ＫＩＦＡパーティ。テーマ「友だちの輪
を広げよう」。参加者１７４人。 

☆１９９３年２月２７日：語学講座閉講式。修了証書授与の
あとパーティ（英語劇、琴演奏など）。 

☆４月４日：お花見パーティ。外国人との交流（行田公園）。 
☆５月８日：語学講座開講式。受講生１８９人（会員１０６人、 

☆６月８日：１９９１年度総会。国際交流講演会「ことばと
国際交流」講師・ＴＢＳアナウンサーの桝井論平氏。
１１３人参加。 
☆６月１５日：語学講座開講式。参加者１４０人。 
☆７月２６日：海外派遣者出発（青少年７人、リーダー１
人）。８月１２日までの１８日間、オーストラリア・シドニ
ー近郊にホームステイ、英語研修など。 

☆８月２４日：ＫＩＦＡのＰＲのため市民夏まつりバザール
に出店。ＫＩＦＡロゴ入りＴシャツ、ジャケットなど発売。 

☆９月１２日：世界の文化交流第６回「チャイを飲んだら
インドが見えた」インド料理にふれる会。４０人。 
☆１０月６日：鎌ケ谷市市制施行２０周年記念事業「ワール
ドフェア＆バザール」に参加。講演会「アメリカと日
本の家庭」講師・ダニエル・カール氏（写真�）。「モ
ンゴル国の紹介と体験談」八幡一三夫氏。 
☆１１月２３日：第４回ＫＩＦＡパーティ。新築された鎌ケ谷市
総合福祉保健センターの６階会議室を使用した初の
パーティ。在住外国人、留学生、一般市民、会員総
勢１５６人参加。 
☆１９９２年３月１５日：語学講座閉講式。講演会「私のチ
ベット」講師・ペマ・ギャルポ。参加者１１０人。 

１９９３（平成５）年度 

お花見パーティで国際交流 



一般８３人）。講座内訳・英語会話５（初級２、中級２、
上級１）、中国語会話１、日本語講座１ 

☆５月１５日：１９９４年度総会。４部会合同交流会。 
☆７月１６日：ユートレック国際交流センターを通してカ
ナダ、ロシアの青少年のホームステイ受け入れ。４世
帯で、８月１日まで。 
☆８月４日：後に姉妹都市になるニュージーランド・ワ
カタネ周辺に海外派遣。８月１８日まで１５日間で、参加
者は青少年７人、リーダー１人。 
☆８月２８日：市民夏まつりで外国人交流ミニパーティ。 
☆９月１０日：「日本語教授ボランティア養成講座」（主催・
県国際交流協会）に市内から１６人の受講生参加。 
☆９月２６日：世界文化交流第８回「南米ペルーの山海の
味をご家庭に」講師・オクハマ夫妻。３０人参加。 

☆１０月１６日：臨時総会。協会規約の一部を改正し、会費
の値上げを承認。個人会員年額１０００円を２０００円に、学
生・生徒５００円を１０００円に。 

☆１１月２３日：第６回ＫＩＦＡパーティ。テーマは「お国自
慢」。外国人１３カ国７５人を含め２９０人参加。 

☆１９９４年２月１９日：第１０回「まちづくりシンポジウム」
市民講演会（市地域振興課、公民館共催）。基調講演・
フランスワーズ・モレシャンさん。４５０人。（写真�） 

☆４月１３日：チェコのフランチシェク・ハーバ女声室内
合唱団歓迎パーティ。１２５人。 

☆５月１４日：１９９５年度総会。会長に荒井茂行、副会長
に岡本靖子、竹内明、会計に田澤進二郎、菅原正巳の
各氏が就任。新執行部スタート。 
☆５月１４日：語学研修講座開講式。受講生１６２人（会員
９２人、一般７０人）。講座内訳・英語会話４（初級２、中
級２）、中国語会話１、スペイン語会話１、日本語講
座１（外国人対象）。アンデス地方の音楽の余興。 
☆６月１８日：第１回市民国際理解講座「アメリカ生活」
通訳ボランティアによるパネルディスカッション。 
☆８月２７日：市民夏まつりでの交流広場。外国人２２人。
（写真�） 
☆９月１８日：ニュージーランド・ワカタネ派遣写真パネ
ル展示（２５日まで市役所ロビーにて） 
☆１０月１５日：ＫＩＦＡスポーツフェスティバル。参加
者７３人（鎌中体育館）。 

☆４月３日：お花見パーティ（市制記念公園） 
☆４月１１日：姉妹都市候補地ワカタネから２学生、鎌ケ
谷でホームステイ（５月２３日まで）。 

☆５月７日：語学研修講座開講式。受講生２１８人（会員
１１５人、一般１０３人）。講座内訳・英語会話５（初級２、
中級３）、中国語会話１、スペイン語会話１、日本語
講座１（外国人対象）。 
☆６月５日：１９９４年度総会。 
☆６月１８日：通訳ボランティア「はとバス体験ツアー」
東京見学、参加者１３人。 

☆６月１９日：世界文化交流第９回「アメリカの菓子とオ
ーストラリアの家庭料理」。 
☆７月２４日：韓国をはじめ外国人留学生とバーべキュ
ーパーティ（９か国５０人参加。市民の森）。 
☆８月２７日：市民夏まつりでミニパーティ。 
☆１０月４日：ニュージーランド・ワカタネへ初めての成
人派遣（１７人、平均年齢５８歳。１０月１１日まで）。 

☆１０月１６日：外国人との交流で佐倉歴史民俗博物館見学。
外国人２７人参加。 
☆１１月２７日：第７回ＫＩＦＡ パーティ。テーマ「お国自慢」。
外国人１８カ国５９人を含む２６０人参加。（写真�） 

☆１９９５年２月１９日：世界文化交流第１０回「日本の伝統
文化・生け花、習字、着物を体験」。 
☆２月２５日：語学講座閉講式。記念講演・梅崎早苗さん
（テレビ朝日ディレクター）。 

１９９４（平成６）年度 

ワカタネへ第1回成人派遣17人 

１９９５（平成７）年度 

荒井茂行新会長・新執行部発足 

１９９３（平成５）年５月 KIFA発足１９８８年から 



☆１１月３日：馬頭琴とモンゴルの歌。音楽物語「スーホ
の白い馬」参加者２００人。 

☆１１月１２日：第３回市民国際理解講座「隣国から見た日
本」市民３人によるパネルディスカッション。 
☆１１月２６日：第８回ＫＩＦＡパーティ。２４カ国８５人の外国
人を含む２８０人参加。 
☆１９９６年２月４日：文化交流・韓国学生を囲んで「韓国
の歴史について」参加者３２人。 

☆２月４日：第４回市民国際理解講座「地球の反対側、
ラテンの国々から見た日本」３人のパネラーの報告。 
☆３月１７日：通訳ボランティア研修会「ＮＯと言い出し
にくい日本人のために」講師・ギブソン松井佳子さ
ん（神田外語大学教授）。 

☆３月１９日：ニュージーランド・ワカタネ成人派遣。（１２
人、２６日まで）。 

☆５月１８日：１９９７年度総会「ＫＩＦＡ設立１０周年記念事業・
姉妹都市提携調印式」（１１月１８日）準備スタート。 

☆５月１８日：語学研修講座開講式。受講生１４１人（会員
９０人、一般５１人）。講座内訳・英語会話３（初級２、中
級１）、中国語会話１、スペイン語会話１（各３０回）。 

☆５月２４日：日本語ボランティア講師養成講座開講式（全
１０回）。 
☆５月２５日：鎌倉バスツアー「外国人との交流」５０人。 
☆８月２日：日本語ボランティア研修会（一般参加）「発
声法とアクセント」講師・広瀬万里子さん。 
☆８月２３日：市民夏まつりに参加。姉妹都市ワカタネと
ニュージーランドのＰＲ活動。 
☆８月２６日：１０周年記念事業「フレンドリー中国語教室」
（鎌ケ谷市老人クラブ連合会共催）開始。全１０回。 
☆９月２０日：ニュージーランド＆ワカタネ理解講座「魅
力の国ニュージーランド」講師・ジョナサン・ウィリ
アム氏（ニュージーランド大使館広報官）。 

☆１０月１８日：近隣市町日本語ボランティア交流会議。 
☆１１月７日：鎌ケ谷市国際交流協会１０周年記念号・協会
会報「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」第３１号発行。Ａ４版２０ページ 
　５０００部。 

１９９６（平成８）年度 

「七夕、クリスマス」日本語学習会 

１９９７（平成９）年度（１１月まで） 

KIFA設立10周年記念号発行 

☆４月７日：お花見パーティ。外国人との交流、７０人
が参加。（写真�） 
☆５月１１日：語学講座開講式。受講生１３７人（会員７５人、
一般６２人）。講座内訳・英語会話３（初級２、中級１）、
中国語会話１、スペイン語会話１、日本語講座１（外
国人対象）。映画会「地球交響曲」。 
☆５月１２日：１９９６年度総会。 
☆６月１６日：外国家庭料理教室「中国、韓国、ルクセン
ブルグ」参加者５４人。 

☆７月１４日：通訳ボランティア「気軽に英語を話そう」 
☆７月１６日：日本語クラス特別学習会「七夕学習会」 
☆８月２２日：市民夏まつりで交流広場開設。 
☆９月５日：ワカタネ市長トニー・ボーン氏、来鎌（写真�） 
☆９月７日：語学講座間の交流会。 
☆１０月５日：アメリカ・オレゴン州の高校生のホームス
テイ受け入れ（９７年１月３０日まで）。 

☆１０月１３日：スポーツフェスティバル。参加者９７人。 

☆１１月９日：通訳ボランティア「インターネットで英語
を学ぼう」 
☆１１月１７日：第９回ＫＩＦＡパーティ（外国人２４か国９０人
を含めて３８０人）。（写真�） 

☆１２月１７日：日本語クラス特別学習会「クリスマス」。 
☆１９９７年２月９日：ワカタネ派遣者出発（リーダーは荒
井茂行ＫＩＦＡ会長。この回はワカタネ派遣事業の集大
成として、各団体代表と協会役員、計１３人。２月１５日
帰国）。 
☆２月２３日：講演会「今、何故ボランティアか」中田武
仁氏（国連ボランティア名誉大使）。 

１９９７（平成９）年１１月 １0年間のあゆみ 



執行部、現在と未来 
2007年度鎌ケ谷市国際交流協会役員名簿 

《執行部の役割》 
　執行部は三役、すなわち会長、副会長（２人）、会計（２
人）で構成されており、各々の職務は協会規約（第７条）
にある通りです。執行部そのものの役割はとくに規定
されていませんが、三役が職務を遂行することで自ず
と部門としての役割が果たせると思います。ただし、
実際面から判断すれば執行部はＫＩＦＡの運営全般の
統括をし、会務が適正かつ円滑に運営されるよう努め
るということです。 
 
《三役会について》 
　三役会も協会規約に規定はなく、執行部のみの会議
を慣例的に「三役会会議」と称し、通常月１回、運営
委員会（＊右表のアミのかかった１４人が、そのメンバー）
の１週間ないし１０日前に開催します。ここで運営委員
会での審議事項や報告事項の決定、執行部としての見
解の統一などをしています。また、緊急の事態が発生
した場合は、臨時に会議を開き対策を検討します。 
 
《執行部が担当する業務》 
　担当業務は多岐に亙っていますが、便宜上３つに分
類して示すと、次の通りです。 
１）協会の運営に関する業務／◎会議（総会・理事会・
運営委員会）の企画、運営　◎年度予算の編成、執
行　◎行政との折衝、連携　◎協会規約改正の企画 
２）対外的な業務／◎東葛地区および他地区国際交流
協会との協力、交流　◎関連団体との協力、交流 
３）部会単独実施では負担が過大、または全協会的な
レベルで実施したほうがいい業務／◎実行委員会方
式による事業推進　◎日本語講師の学校派遣など 
 
《KIFAおよび執行部の課題》 
　執行部が、これからのＫＩＦＡ発展のための現在の
課題として考えている主なものは、次の４点です。 
　①ボランティアの増加対策 
　ＫＩＦＡの活動の主体はボランティアが担っている

ことは周知の通りです。最近その人数が若干減少してお
ります。本年度は、設立２０周年記念事業実施に向けて
例年より「仕事量」が増加しており、それに伴ない個人
への負担も増えています。充実したボランティア活動を
していくため、早急に増員対策の必要があります。 
　②事業内容の魅力化 
　ＫＩＦＡは現在多くの事業を展開しています。事業立
案には絶えず創意工夫を加え、マンネリ化は避けなけれ
ばなりません。会員や一般市民が興味を持って積極的に
参加する、魅力ある事業を展開していく必要があります。 
　③会員の増加対策 
　現在、３００人を超す会員を擁しています。会員は協会
存立の基盤であり、その存在は大きいものです。財政的
にも事業からの収入、市からの補助金、会員からの会費
が３本柱です。事業参加の人数や会費収入の増加のため、
会員数をさらに増加させる必要があります。 
　④ボランティアの若年層増加対策 
　現在のボランティアの年齢層を見ると、男女ともに中
高年令層が大半です。人生経験も豊かで、堅実に仕事は
こなしますが、反面、過去の経験が足枷になっているこ
とも考えられます。今後のＫＩＦＡが斬新な発想で事業
を進めるには、やはり若い人たちの自由で、捉われない
考え方が必要です。若い力の注入こそ、ＫＩＦＡが発展
していくための原動力になるものと思います。 

　　　　　　　　　　（文責／長南勇） 

役　　　職 
会　　　長 酒井　哲郎 個人会員 

個人会員 長南　　勇 
個人会員 平田真裕美 
個人会員 定本　典子 
鎌ケ谷市商工会 高橋　修司 
鎌ケ谷市体育協会 竹内　好子 
鎌ケ谷市スカウト連絡協議会 平田真貴子 
鎌ケ谷市子ども会育成会連絡協議会 山口　純子 
鎌ケ谷市芸術文化協会 川井　四郎 
鎌ケ谷市自治会連絡協議会 山崎　　巌 
鎌ケ谷青年会議所 佐藤　宗之 
鎌ケ谷ロータリークラブ 中島　立也 
鎌ケ谷ライオンズクラブ 石川　信行 
鎌ケ谷国際文化交流会 太田　侑子 
千葉県立鎌ケ谷西高等学校長 石川　隆一 
千葉県立鎌ケ谷高等学校長 渡辺　　正 
鎌ケ谷市小中学校校長会（第二中校長） 杉田　良夫 
鎌ケ谷市副市長 渋谷　定重 
鎌ケ谷市教育委員会　委員長 萩原　正二 
鎌ケ谷市教育委員会　教育長 川西　八郎 
鎌ケ谷市役所　市長公室長 北村　眞一 
法人会員　（茂野製麺㈱） 茂野　　昭 
鎌ケ谷ライオンズクラブ 一色　雅男 

高坂　忠雄 
波多野勝夫 
林　　幸治 

会　　　計 

理　　　事 

交流部会長 
研修部会長 
広報委員長 

副部会長 辰巳澄夫　中野　勲 
飯田文夫　緒方堅吉 
竹内雄二　鈴木貞夫 

副部会長 
副委員長 

副　会　長 
〃 

〃 

〃 
〃 

〃 
監　　　事 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
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交流部会、現在と未来 

　私たち交流部会は年間を通じ、色々なイベントでＫ
ＩＦＡ会員や市民とともに、市内、および近郊在住の
外国人との交流を図るべく活動をしています。現在の
主な活動は、「お花見バーベキューパーティ」「バス旅行」
「青少年国際交流」「国別文化交流」「外国家庭料理講習会」
の５事業を中心に、親善交流の場を作って来ました。 
 
●広げたい協力の輪 
　部会員としてボランテｲア活動をする人が、年々少な
くなり、これ以上の事業を増やしたり、以前の事業を
再開させるのはなかなか難しい事態になっています。
従ってまず、私たちは現在の部員に加え一層、ボラン
テイアの増員を計らなければなりません。 
　そのためにはイベントに参加された人々で、われわ
れの活動に興味を持った人に声をかけ、できるだけ多
くの参加協力者を集めていくことが考えられます。同
時に、多くの外国人の参加や協力の輪を広げるため、
県内外の大学の留学生グループと連携したり、外国人
とのチャンネルつくりを進めていかなければなりません。 
　これからの事業も、基本的には今までのイベントを
継続していくことになります。しかしマンネリになら
ないように工夫をしていくことも大切です。 
 
●これからの改革 
　「定期的文化交流会」は、以
前に行っていた「国別文化交流」
を、今年からは「アセアンを知
る会」（写真）として変化させま
した。今後は欧米、南米、中東、
アフリカなどのより広い地域に
ひろげ、講師の派遣を大使館などに交渉したり、衣装、
日常品、民芸品、楽器など展示品を借用したり、今ま
でより質の高い文化を紹介する。またときには在住の
外国人に対し、われわれ会員が日本の文化、習慣、伝
統を伝え、理解してもらう「日本を知る会」のような
企画も計画したい。 
 
　「外国家庭料理講習会」は前
記の「定期的文化交流」との合
体や、さらに範囲を広げて日常
の家庭料理のほかに、お祭りや
お祝いなどの特別料理やバラエ
ティに富んだ企画にしていくこ
とも考えられます。ときには特別料理講習として外国
人プロにお願いし、本格的な異国料理講座なども検討
していきます。 

　「バス旅行」は働く外国人に
は、旅行の機会を提供し喜ばれ
ているので、これまで通り継続
していきます。行き先はできる
だけリクエストに応えていきた
い。箱根や鎌倉など過去に好評
だった名所、歴史遺産へは再度、目的地にしても良いの
ではないか、あるいは近辺で、外国人に興味がありそう
な穴場を探し紹介していきたい。 
 
　「青少年国際交流」は今後も継続していきたい事業です。
これはＫＩＦＡ全体の問題でもあり、前会長時代から青
少年の参加事業、若い世代の会員、ボランテｲア育成が
大きな課題になっています。ＫＩＦＡ総体の問題として、近
郊の大学や高校などと連携し、魅力ある企画を立て、根気
よく呼びかけていけば、実を結ぶ時期が来ると思います。 
 
　「その他の事業」として、①留学生との懇親やイベン
トへの共同参加②国内にあるアジアの国のお寺やモスク、
外国人の専門店、大使館の訪問③在住外国人の故郷を訪
問旅行する――なども考えたい。 
　外国人との交流やイベントを一過性で終わらせるので
はなく、日常も継続して接触できるような場とか、ネッ
トワークを作り、気軽に出かけられるサロンのような機
関も用意したいものです。　　　　　（文責／高坂忠雄） 

交流部会ボランティアのみなさん 
（２００７年１１月１８日現在） 

〈前列左から〉吉川重清、中野　勲（副部会長）、
高坂忠雄（部会長）、辰巳澄夫（副部会長） 
〈後列左から〉石関博康、星野幸也、木下健治、 
冨澤一隆、関矢忠良（広報委員会）、竹内雄二（広
報委員会）、有田容子（会計） 
〈円内上から〉村松　知、万代達夫 



研修部会、現在と未来 

研修部会ボランティアのみなさん 
（２００７年１１月１８日現在） 

部会長・波多野勝夫、副部会長・飯田文夫（英語Ａ）、
副部会長・緒方堅吉（日本語教室代表）、安達政美（子
ども英会話）、植松アネッテ、宇佐美英男、遠藤尚子、
桶本栄（中国語、子ども英会話）、小河原大蔵、門川
孝子、川端正征、篠原正登士、鈴木貞夫（広報委員会）、
林　幸治（広報委員会）、藤井明恵（ハングル）、藤本
克代（英語Ｂ）、松沢麻美、宮崎京子 

●夢・研修部会の将来 
　今後の研修部会について語れば、まずその「研修部会」
という呼称も変わるのではないかと思います。組織は
時代に対応して形を変え、役割を変えてゆくものです。
そのことから「研修部会」という名にとらわれないで
将来の姿を考えると、２つの事業の実現が望まれます。 
 
１．「ＫＩＦＡサロン計画」 
　鎌ケ谷市は現在計画されている成田新高速鉄道開通
によってその性格が大きく変わり、多くの外国人が市
内に住むようになることは十分考えられることです。
そうなったときのＫＩＦＡの役割は自ずと変わります。 
　外国から来た新住民が快適な市民生活を送れるよう
にすることは市の重要な施策ですが、ＫＩＦＡもこれ
に協力することができます。その新住民たちが従来か
らの市民との交流する機会を作り、一刻も早く一般市
民として共生していくことをお手伝いすることは重要
な活動の一つとなります。 
　この方策の一つとして検討したいのは「国際交流サ
ロン」または「ＫＩＦＡサロン」です。市の中心地に

サロンを作り、市に在住する外国人はここを訪れ、会話
を楽しみ、必要な情報やアドバイスが受けられる。日本
人と外国人、外国人同士がひざを交えて懇談する。サロ
ンでの懇談がきっかけになって色々な企画が生まれ、市
の活性化が図れる。そんな「ＫＩＦＡサロン」の実現に
努力したいと思います。 
 
２．国際交流活動への青少年の参加 
　青少年のＫＩＦＡ事業への参加を目的としていろいろ
な試みがなされてきましたが、そのなかで小学生を対象
にした「子ども英会話教室」や高校生を主体とした「青
少年ロングステイ」はようやく軌道に乗り、ＫＩＦＡの
事業として定着しつつあります。とくに青少年ロングス
テイが契機となり、鎌ケ谷市・ワカタネ姉妹都市の高校
生交換留学が今年から始まりました。 
　青少年の国際交流活動参加の今後の進め方としては、
ＫＩＦＡの単独事業ではなく、市内の小学校、中学校、
高校との協力によって推進することが効果的であります。 
　学校教育の一環として、またはクラブ活動としてこれ
を行うことはどうでしょうか。今まで単発で行っていた
「外国人ボランティア学校派遣事業」を発展させ、「学
校内における国際交流思想の学生･生徒への普及」を学
校側とＫＩＦＡが共同して企画・検討・実施してゆくこ
とが望まれます。このためには教育委員会および校長会
の理解と協力を得ることが必要です。 

（文責／波多野勝夫） 

【英語Ａ】 
①２６人 
②火曜日１３：００～１４：３０ 
③くぬぎ山コミュニティーセンター 
④Ｄ・ヘネベリー（イギリス） 

【英語Ｂ】 
①２６人 
②木曜日１９：３０～２１：００ 
③北中沢コミュニティーセンター 
④Ｊ・チェネリー（イギリス） 

【中国語】 
①１７人 
②金曜日１０：００～１１：３０ 
③南部公民館 
④范暁耘（中国） 

【ハングル】 
①２７人 
②水曜日１３：００～１４：３０ 
③中央公民館 
④李賢貞（韓国） 

【子ども英会話】（年２０回） 
①２７人 
②土曜日　９：３０～１２：２０ 
③まなびぃ 
④増田千佳 

２００７年度ＫＩＦＡ外国語講座（年３０回） 
＊①受講者数　②曜日・時間　③会場　④講師 

２００７年度ＫＩＦＡ外国語講座（年３０回） 
＊①受講者数　②曜日・時間　③会場　④講師 
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１９８８年＊加藤記久枝　　　１９９９年＊堀部　道子 
１９８９年＊新宮　敏子　　　２０００年＊木村　　浩 
１９９０年＊太田常志美　　　２００１年＊酒井　哲郎 
１９９２年＊板津　　邦　　　２００２年＊渡部　恭子 
１９９４年＊岡野喜久江　　　２００４年＊林　　幸治 
１９９８年＊山崎　圭子　　　※１９９８年度までは広報部会長 

《歴代の広報委員長》 

広報委員会、この10年のあゆみ 

◎創刊以来、Ａ４タブロイド 
　広報委員会の歩みを語ることは、「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」編集・
発行の歩みそのものを語ることに他なりません。 
　創刊以来、Ａ４のタブロイド版で一貫していますが、
その年々の状況によって発行回数、ページ数、部数は変
動があります。ちなみに２００７年度は６月＝８頁・３５００部、
９月＝４頁・６００部、１１月＝３２頁・１０００部、３月＝４頁・
３５００部となっています。いま皆さんが手にしている本
号「１１月＝３２頁」は、お分かりの通り「ＫＩＦＡ設立２０
周年記念号」です。通常は「１０月＝８頁・３５００部」です。 
 
◎その時代を反映した記事の変化 
　ソフト面、つまり企画・編集内容もその時代を反映し
て、紙面にそれなりの特徴と変化が表われています。 
　１９９０年前後は、１面の写真を大きく扱い、ビジュアル
面を強調した頁が目立ちます。とくに海外派遣事業リポ
ートに力が入っていました。それが９７年頃になると、文
章が英文全盛で、見出し、記事に横文字が大活躍。また
当時は、女性スタッフも大活躍の時代で、紙面にも繊細
な手作りの雰囲気もよく出ています。 
　そして、「ＫＩＦＡ設立１０周年記念号」以降は、下の欄
の囲み記事のように「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」は、それまでにまし
て詳しくＫＩＦＡの事業、イベントの報告や予告、ボ
ランティアの動きや考えなどを詳細に伝えてきました。
０３年からの４年間は、部員の努力で年２回「かわら版」
を出しました。 
 
◎新ボランティアの新風を待望 
　広報部会を解消し、広報委員会がスタートしたのが１９９９
年。スタッフは「各部会から選出された２人以上の部
会員及び会員のなかから、希望する者をもって構成する」

と規定されました。これが徹底遵守できれば、いいので
すが、実際はそうも行かず、現在、広報委員会は人手不
足に悩み、その解決策を模索しているところです。新風
を吹かせて、広報委員会に活力をもたらせてくれる新し
いボランティアの登場が待たれます。（文責／林幸治） 
 
◎ホームページのあゆみと現在 
　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｆａ．ｇｒ．ｊｐ　このドメインで、鎌ケ谷市国
際交流協会のインターネット・ホームページが世界に発
信されたのは、１９９９年９月１３日でした。交流部会の有志
メンバーが中心になって、構想から１年の学習が実った
日でした。その後、メンバーによるインターネット学習
会など繰り返しながら、運営主体が広報委員会に移り、
２００２年の秋に全面刷新をし、現在に至っています。 
　ホームページは会員、市民や近隣住民のみなさんに国
際交流活動の内容を分かりやすくお伝えするために、毎
週１回の更新を心がけています。 
　主な内容は①外国人と市民が気軽に交流できるイベン
ト活動の予定を掲載して会員、市民の皆さんに参加を呼
びかける②国際交流ボランティア活動の様子を会員、市
民や外国人に写真を中心に素早く伝えることで国際交流
活動を身近な活動として理解してもらう③会員、市民の
交流を促進し、新規会員増にも貢献できると考えていま
す。（文責／鈴木貞夫） 

 ３１号 （９７・１１・７） 鎌ケ谷市国際交流協会設立１０周年記念 
 ３３号 （９８・７・１６） 「中国研修の旅・派遣部会」 
 ３４号 （９８・１０・１９） 「鎌ケ谷市中学校・ワカタネ派遣者報告」 
 ３６号 （９９・７・３０） １９９９年度からＫＩＦＡ組織２部会１委員会制に 
 ３７号 （９９・１１・１） 「市民夏まつり"外国物産展"大盛況」 
 ３９号 （００・７・３１） 「緑と陽光あふれるＫＩＦＡ茨城バスの旅」 
 ４１号 （０１・３・７） 「アジアの食文化をまなぶ・東部小５年」講師派遣 
 ４２号 （０１・７・３１） 「私も受けてみました。ホームステイ、語学講座」 
 ４４号 （０２・３・５） 「日本語ボランティアの今」見開き大特集 
 ４７号 （０３・３・３） 「親子で英語を楽しむ会」ＫＩＦＡ初の試み 
 ４８号 （０３・８・４） 「京劇へのいざない」外国文化に親しむ会 
 ４９号 （０４・３・５） 「家庭料理教室」イタリア、中国料理 
 ５０号 （０４・７・２０） 「５０号記念特集・ＫＩＦＡｐｌａｚａに見る国際交流の歩み」 
 ５１号 （０５・３・４） 「世界の食文化」中部小で餃子づくり 

主な特集で見る「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」（１９９７年１１月～２００７年１１月） 主な特集で見る「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」（１９９７年１１月～２００７年１１月） 
Ｎｏ． 発行年月日 内容（「　」内は掲載コピーのまま）  ５２号 （０５・７・５） 青少年交流ボウリング＆ランチパーティ 

 ５３号 （０６・３・７） ＫＩＦＡで学ぶ外国人「私は日本をこう思う」 
 ５４号 （０６・７・１８） 成人派遣・ワカタネリポート 
 ５５号 （０７・３・７） 鎌ケ谷四中にＫＩＦＡから外国人１０人派遣 
 ５６号 （０７・６・２５） 東葛地区４市「わが市の国際交流」 
 ６７号 （０７・９・２８） 世界遺産「日光バスツアー」 
 ５８号 （０７・１１・１８） 鎌ケ谷市国際交流協会創設２０周年記念号 

 かわら版 （０３・１０・３０） 「市民祭りに参加　ミニ語学講座も」 
 かわら版 （０３・１２・２０） 「２００３年　ＫＩＦＡ　ＰＡＲＴＹ」特集 
 かわら版 （０４・１０・４） バスツアー「箱根観光」 
 かわら版 （０４・１２・２１） ＫＩＦＡ　ＰＡＲＴＹ２００４ 
 かわら版 （０５・１０・７） 「パックン・マックン『鎌ケ谷でシャベラナイト』」 
 かわら版 （０５・１２・２０） 「韓国流の生活文化を知ろう」 
 かわら版 （０６・１０・５） ワカタネから訪問団 
 かわら版 （０６・１２・２０） 文化講演「日本の笑い・世界のユーモア」 
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　鎌ケ谷市国際交流
協会（ＫＩＦＡ）の事

務局は、市役所庁舎の３階の奥にあります。
事務局長は市の企画政策課の海老原正博課
長、担当職員として同課の大田彩子さんが
兼務をしています。 
　ＫＩＦＡ専従の事務局員として寺坂恵子さ

ん（写真左）、三塚敏子さん（同右）が入会
手続きや会員、ボランティアとの連絡、会
議準備の事務などを担当しています。土日
を除いて午前９時から午後４時までは、市
民および会員の皆様との応対体制になって
います。市役所に来られた際は、気楽にお
立ち寄りください。 

　この「ＫＩＦＡ設立２０周年記念号」
の編集構成について説明します。 
　特集企画「この２０年間　活動の
記録」はＰＡＲＴⅠ（１９９７年～２００７
年）とＰＡＲＴⅡ（１９８８年～１９９７年）
に分けました。分岐点は１９９７年１１
月の「設立１０周年記念式典」です。 
　ＰＡＲＴⅡにあたる前半１０年のこと
は、「１０周年記念号」に詳しいので、
今回は４ページに圧縮、ＰＡＲＴⅠに
あたる、式典後から現在までの「こ
の１０年」の諸活動を詳述しました。 
　また「執行部、各部会」の事業につ
いてのリポートも、この１０年間の
諸活動にしぼって、部会活動をよ
く知る人に執筆を依頼しました。
なお、岡本靖子顧問には監修をお
願いしました。 
　最後になりましたが、関係各位の
ご協力にこの場を借りて厚くお礼申
し上げます。編集には、右欄の広報委
員会のスタッフがあたりました。いず
れも会員としての日が浅く、歴史に残
すべき事項に気付かず見過ごしたも
のも多々あろうかと思います。読者、
関係者の皆さんに、ご指摘いただけ
れば幸いです。（文責・竹内雄二） 

☆創意工夫の気持ち新たに 
　ＫＩＦＡ活動に参加してまだ１年半の
私ですが、今回、先輩諸氏の過去２０年
間の活動の記録を読んでみると、いろ
いろな努力・工夫を重ねてきたにもか
かわらず、会員数、部会員の減少に直面
していることがよく理解できました。
会員数の減少に合わせて老齢化も大き
な問題で、今後は若い世代の獲得が大
きな課題になると思います。交流部会
の一員として、広報委員会の一員とし
て創意工夫をしていく気
持ちを新たにしたところ
です。（関矢忠良） 
 
☆インターネットの夢 
　自由時間を有効活用し
ようと、ＫＩＦＡ広報委員会
に入会して３年が過ぎま
した。習いたてのデジカメ撮影、不慣れ
な原稿書きの修業中に、突然ホームペー
ジの編集担当を任命され勉強しながら
１年余が過ぎてしまいました。２０周年
記念誌の発行にも携わることができて、
広報活動の大切さを痛感しています。
最近、「３０周年記念には、インターネット
環境で映像メッセージをアップする！」と
いう夢を見ました。後継者を育成しながら、
国際交流活動のいっそうの活性化に貢献
したいと思っています。（鈴木貞夫） 

☆ボランティア精神の真髄 
　「２０周年記念誌」の編集に当たり、こ
れまでの広報誌・総会記録を読んで一
番、心に残ったことは、日本語教室の
ボランティアの皆さんの自主勉強会、講
師を招いての研修会が多いことでした。
近隣市の仲間とも提携し、新しい指導
技術を身につけ、毎週、来日したばか
りの多国籍の外国人たちに、根気よく
正しい日本語を教える皆さんの、日ご
ろの研鑽ぶりは、ボランティア精神の

真髄だと思います。（竹
内雄二） 
 
☆「３０周年記念号」は？ 
　たまたま「ＫＩＦＡ設立
２０周年」の時期にあたっ
た広報委員として、何度
も、関係資料や「ＫＩＦＡ

Ｐｌａｚａ」のバックナンバーも読み返しま
した。そこにはＫＩＦＡ２０年の歴史の積み
重ねがあり、学ぶことが少なくありませ
んでした。まさに「温故知新」です。た
だ私たちボランティアは古きにこだわる
あまり、新しいアイデアや新人の意欲を
消してはいけません。「温故消新」でな
く「温故創新」といきたいものです。さ
て、１０年後の「３０周年記念号」は、どな
たが、どのような編集をするのでしょう
か。今から楽しみであります。（林幸治） 

問い合わせ先　〒２７３-０１９５　鎌ケ谷市初富９２８－７４４　鎌ケ谷市国際交流協会事務局　TEL４４５-１１４１内線５５０　FAX４４１-９４００　メールｋｉｆa＠ａｐｒｉｃｏｔ.ｏｃｎ.ｎｅ．ｊｐ 

設立20周年 
記念講演会 「テレビ・戦争報道の現場」 
日時：２００８年１月２７日（日）１３時～１５時 
会場：東部学習センター・レインボーホール 
講師：遠藤盛章氏（国際ビデオジャーナリスト） 
テーマ：「テレビ・戦争報道の現場」 
内容：最近、ミャンマーで一人のジャーナリストが非業の

死を遂げた。遠藤氏も１９９０年代からアフガン、イ
ラクなどで過酷な取材を体験し、テレビのニュース
報道番組の制作に携わってきた。講演会では、実際
に放送した映像を見ながら、現代メディアが伝える
「戦争と平和」について考える。ぜひ、ご来場を。 

※広報誌・Ｗｅｂ編集記者募集※ 
取材・原稿執筆・写真撮影・編集・パソコン。あなたの得意分野
の一つを生かして、「ＫＩＦＡ Ｐｌａｚａ」やホームページの制作にボラ
ンティア参加しませんか。お気軽に事務局までご連絡ください。 20周年記念号の　 

編集構成について 
20周年記念号の　 
編集構成について 

広報委員会・編集後記 
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